
創

設

期
(
明
治
三
十
四
年
j
同
三
十
五
年
)





日
本
女
子
大
皐
校
開
校
の
辞

古
川
畑
紳
士
淑
女
諸
君
、
今
日
ハ
雨
天
に
も
係
ら
ず
、
遠
路
の
慮
、
斯
く

も
賑
々
敷
御
来
舎
の
栄
を
賜
ハ
り
、
斯
く
も
同
情
を
表
せ
ら
れ
た
る
ζ

と

を
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。

私
ハ
売
っ
第
一

K
、
簡
軍
に
ζ

の
日
本
女
子
大
墜
校
の
成
立
ち
ま
し
た

由
来
を
述
、
べ
、
次
に
今
日
の
現
欣
を
御
報
道
申
し
、
終
り
に
将
来
の
希
宅

を
陳
べ
ま
し
て
、
今
日
の
開
校
式
の
僚
に
更
へ
た
い
と
存
じ
ま
す
。

不
宵
の
私
が
、
我
邦
女
子
教
育
の
猿
遠
の
篤
め
に
、
女
子
大
皐
を
設
立

す
る
の
必
要
を
深
く
感
じ
ま
し
た
の
ハ
、
十
数
年
以
前
の
ζ

と
で
御
限
り

ま
し
た
。
其
時
分
か
ら
不
併
を
も
顧
み
ず
、
女
子
教
育
の
研
究
に
芯
し
ま

し
て
、
今
日
ま
で
至
り
ま
し
て
御
座
り
ま
す
が
、
参
考
の
材
料
に
供
し
た

い
と
思
ひ
ま
し
て
、
明
治
二
十
三
年
米
闘
に
渡
り
ま
し
て
、
出
来
る
丈

庭
々
を
遊
廃
し
て
、
女
子
教
育
殊
K
女
子
の
高
等
教
育
に
闘
し
ま
し
て
、

其
現
欣
や
ら
其
結
果
な
と
を
種
々
と
研
究
致
し
ま
し
て
、
二
十
七
年
K
師

明
致
し
ま
し
て
御
座
り
ま
す
。
併
し
私
が
我
郊
に
設
立
致
し
た
い
と
思
ひ

ま
し
た
女
子
大
壊
の
理
想
ρ

一
部
特
別
の
も
の
で
御
座
り
ま
し
て
、
決

日Irill:JUj

し
て
西
洋
の
女
子
大
慰
泊
り
の
も
の
を
設
け
ゃ
う
と
か
、

又
ハ
我
郊
の
男

子
の
大
与
の
如
き
も
の
を
巡
ら
う
と
し
た
滞
で
ハ
御
座
り
ま
せ
ぬ
。
木
邦

の
問
欣
政
に
本
郊
の
婦
人
民
遁
切
に
し
て
必
一
史
な
る
女
千
大
取
を
作
り
た

い
と
え
ふ
精
一
川
で
御
座
り
ま
し
た
。
そ
れ
放
に
邸
側
後

『
女
子
教
育
』
と

申
し
ま
す
小
加
チ
を
著
述
致
し
ま
し
て
、
其
中
に
広
子
大
問
中
に
附
す
る
ぷ

見
を
も
陳
述
致
し
ま
し
て
、
輿
論
に
問
ひ
ま
し
た
慮
、
除
り
反
却
も
な

く
、
却
て
橡
惣

K
反
し
ま
し
て
、

一
般
の
賛
成
を
受
け
ま
し
た
故
に
、

愈
々
之
を
賀
行
し
て
見
た
い
と
云
ふ
希
望
が
起
り
ま
し
た
が
、
之
を
賀
行

致
し
ま
す
に
ハ
、
是
非
共
有
力
者
の
賛
助
を
仰
ぐ
の
外
に
途
ハ
な
い
と
存

じ
ま
し
て
、
滋
時
の
総
理
大
臣
伊
藤
候
爵
、
文
部
大
臣
西
国
寺
侯
慢
を
-
例

め
大
限
伯
俗
、
板
垣
伯
儒
、
父
ハ
大
阪
府
知
事
内
海
忠
勝
、

大
阪
絞
訴
院

長
北
自
国
治
問
的
の
繭
男
、
其
他
の
有
力
省
に
計
り
ま
し
た
庭
、
貨
に
カ
あ
る

一iu
築
を
以
て
賛
成
の
意
を
表
せ
ら
れ
ま
し
た
の
み
で
な
く
、
熱
心
な
る
岡

山
川
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
て
、
共
に
護
起
者
と
な
ツ
て
、
成
立
に
殺
力
し
ゃ
う

と
申
さ
る
L
K
至
り
ま
し
た
の
で
御
座
り
ま
す
。

殊
に
大
和
の
土
倉
庄
三
郎
氏
、
大
阪
の
成
岡
浅
子
の
御
繭
人
ハ
、
各
々

金
五
千
固
宛
を
投
ぜ
ら
れ
、
都
合
金
古
古
島
国
を
以
て
創
立
費
に
常
て
ん
ζ

と
を
希
望
致
さ
れ
ま
し
て
、
若
し
庚
く
天
下

K
訴
へ
て
此
事
業
が
成
就
せ

ざ
る
乙
と
あ
り
と
す
る
も
、
五
口
等
雨
人
に
て
其
人
質
を
引
愛
け
、
他
の
護

起
人
や
寄
附
者
に
ハ
決
し
て
御
迷
惑
ハ
婦
け
ま
じ
、
と
契
は
れ
ま
し
て
御

座
り
ま
す
。
そ
れ
で
常
初
大
阪
で
校
地
を
金
四
前
向
固
で
貿
ひ
人
れ
ま
し
た

時
に
も
、
御
雨
人
が
立
任
を
負
う
て
下
さ
り
ま
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
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其
後
東
京
の
泌
津
さ
ん
、
三
井
さ
ん
、
岩
崎
さ
ん
、
大
阪
の
住
友
さ
ん

な
ど
の
省
力
の
後
起
人
が
出
来
ま
し
て
、
遂
に
明
治
二
十
九
年
四
月
廿
四

目
、
東
京
星
ケ
岡
の
茶
寮
に
於
き
ま
し
て
、
ぷ
例
の
授
担
人
命
u
を
催
す
乙

と
と
相
成
り
ま
し
た
。
其
附
創
立
委
員
を
設
け
ま
し
て
、
委
員
長
に
ハ
近

術
公
冊
肘
が
御
前
選
せ
ら
れ
ま
し
た
か
な
れ
ど
も
、
川
町
時
非
常
の
御
多
忙
で

い
ら
ツ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
ら
、
委
員
長
を
大
限
伯
に
御
依
頼
す
る
乙
と
と

な
り
、
命
H

計
監
督
に
ハ
泌
得
策

一
、
住
友
古
門
ト
比
衛
門
の
御
阿
君
が
選
に
滋

ツ
て
御
承
諾
に
な
り
ま
し
た
。

人
工
年
四
月
二
十
五
日
、
帝
国
ホ

テ
ル
に
於
き
ま
し
て
、
民
衆
商
議
院
の

議
員
諸
氏
と
、
新
聞
記
者
諸
君
と
を
御
招
待
申
し
ま
し
て
、
女
子
大
準
設

立
の
ト
ト
ぃ
旨
を
披
露
致
し
ま
し
た
。
其
節
賛
成
の
演
説
を
な
さ
れ
ま
し
た
の

ハ
、
大
限
伯
冊
、
昨
似
針
侯
問
、
近
術
公
団
川
、
品
問
三
郎
、
江
川
郎
ぷ
六
の

五
お
で
御
山
内
り
ま
し
た
。
然
る
に
此
引
業
に
ハ
山
H
然
と
二
大
中
心
が
出
米

ま
し
て

一
ハ
東
京
に
御
座
り
ま
し
て
、

一
ハ
大
阪
に
御
陳
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
前
申
述
べ
ま
し
た
通
り
、
命
田
計
監
督
も
御
雨
入
御
座
り
ま
し
て
、

各
々
其
地
方
の
命
日
計
を
殊
に
監
督
す
る
と
云
ふ
有
国
拙
で
あ
り
ま
し
た
が
、

と
れ
と
云
ふ
も
、
夜
起
人
の
有
志
家
中
に
於
き
ま
し
て
、
日
本
全
閣
に
次

子
数
育
の
三
大
中
心
を
巡
り
、
行
く
/
¥
ハ
女
子
大
卒
を
三
地
方
に
造
り

た
い
。
其
手
初
と
し
て
先
づ
第
一
訴
に
大
阪
、
そ
れ
よ
り
東
京
に
附
く
と

-
4
ふ
北
品川
が御白川
m
り
ま
し
た
か
ら
で
御
附
り
ま
す
。
そ
れ
で
大
阪
と
東
ι

以

が
、
各
々
中
心
を
見
た
傑
に
な
ツ
た
の
で
御
座
り
ま
す
。
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其
後
即
ち
三
十
年
五
月
廿
六

H
、
大
阪
中
島
ホ
テ
ル
に
於
き
ま
し
て
、

再
び
円
本
女
子
大
町
内
イ
校
を
設
立
す
る
の

1.旨
を
披
露
す
る
伐
に
、
日
公
ト去
作

を
開
き
ま
し
た
。

此
時
東
京
か
ら
、
御
出
一
川
な
さ
ツ
て
下
さ

y
た
御
み

ハ
、
大
限
伯
、
近
術
公
、
十
い
い
刈
伯
等
の
み
々
で
御
時
り
ま
し
た
。

か
く
て
東
商
の
二
大
中
心
に
於
き
ま
し
て
、
披
露
合
を
聞
き
、
賛
助
員

も
段
々
尉
加
す
る
の
幸
運
に
向
ひ
、
事
将
に
成
就
せ
ん
と
す
る
の
間
際
に

至
り
ま
し
て
、
突
然
一
の
困
難
に
遭
遇
致
し
ま
し
た
。
卸
ち
綬
済
界
の
不

援
の
盛
岡
め
に
ト
八
に
妨
げ
ら
れ
ま
し
て
、
哲
時
の
間
ハ
資
本
金
募
集
も
、
品
m

ん
ど
中
止
の
有
機
に
立
ち
至
り
ま
し
た
。

又
ζ

の
純
済
界
の
不
振
に
聯
山
開
放
し
ま
し
て
、

の
問
題
が
但
り
ま
し

て
御
内
り
ま
す
。
削
ち
校
校
の
付
地
の
問
題
で
あ
り
ま
し
て
、

一
ハ
東
」
以

に
聞
く
の
u
d

ハ
ト
八
阪
に
附
く
の
川
崎
、

三

ハ
川
時
に
東
山
に
各
々
滋
作
川

し
た
る
取
科
よ
り
着
手
す
べ
し
と
ぶ
ふ
三
説
が
御
陀
り
ま
し
た
。
乙
れ
が

貨
に
第
二
の
難
闘
で
あ
り
ま
し
た
。

躍
が
昨
年
に
至
り
ま
し
て
、
大
阪
の
夜
起
人
諸
氏
も
、
先
つ
第
一
番
に

東
京
に
設
く
る
方
が
最
も
道
設
で
あ
り
、
且
ハ
便
利
で
あ
る
と
云
ふ
ζ

と

に
賛
成
せ
ら
る
ふ
僚
に
な
ら
れ
、
絡
に
委
員
合
を
大
阪
に
於
て
開
き
ま
し

て
、
と
を
相
談
致
し
ま
し
た
い
脳
、
満
場

一
致
で
東
ボ
に
山
く
こ
と
に
決
定

殺
し
ま
し
た
。
然
る
に
正
米
大
阪
の
賛
助

ω漏
れ
の
ほ
刑
と
ム
ふ
も
の



ハ
、
円
本
の
斜
め
に
日
木
女
子
大
串
校
を
設
立
す
る
と
云
ふ
に
花
た
の
で

あ
り
ま
す
か
ら
、
快
く
東
京
K
置
く
ζ

と
に
賛
忘
を
表
せ
ら
れ
た
の
み
で

あ
り
ま
せ
ん
、
寄
附
金
の
如
き
ハ
却
て
緑
例
約
束
せ
ら
れ
た
よ
り
も
、
依

し
て
川
さ
る
、
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
郎
ち
什
刊
友
氏
ハ

h
千
阿
を
・d
r川
M

に
榊
し
、
鴻
池
氏
ハ
五
千
川
、
芝
川
、
殿
村
剛
氏
ハ
爪
千
凶
宛
、
村
山
、

磯
野
、
北
山
川
咋
の
靖
氏
ハ
H
U
千
削
宛
を
川
さ
る
L

こ
と
を
約
束
せ
ら
れ
、

慌
に
綾
約
金
五
市
内
闘
以
上
に
注
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

斯
様
の
次
第
で
、
思
校
の
位
僚
が
東
京
K
M側
り
ま
し
て
か
り
、
東
京
の

万
に
於
き
ま
し
で
も
、
大
に
併
設
心
が
担
り
ま
し
て
三
井

一
家
よ
り
ハ
五

千
四
百
呼
詳
の
校
地
を
寄
附
せ
ら
る
、
に
人
全
り
、
山
肘
仙
川
山
一
本
よ
り
ρ
N
U
山

瓦
千
凶
、
桃
川
印
氏
も
爪
千
五
百
問
、
古
川
氏
ハ
参
千
五
百
凶
と
ぶ
ふ
胤

に
、
段
々
寄
附
金
が
出
来
る
伐
に
な
ツ
て
参
り
ま
し
た
。

そ
乙
で
兎
に
角
設
立
に
泊
手
す
べ
し
と
の
泌
が
但
り
ま
し
た
か
ら
、
昨

年
の
九
月
、
東
京
で
創
立
委
員
向
を
催
ふ
さ
れ
て
、
愈
設
B2
K
苅
手
す
る

ζ

と
に
決
定
致
し
ま
じ
て
、
建
築
委
員
に
山
制
的
制
之
助
児
、
久
保
川
越

君
、
児
島
惟
謙
刀
、

三
井
三
郎
助
六
、
説
得
栄

一
男
、
住
友
計
点
侃
刷
門
れ

の
六
名
を
御
依
州
制
す
る
こ
と
に
相
成
り
ま
し
た
。
其
後
委
員
議
れ
の
御
九
日
制

力
と
、
文
部
技
師
久
留
正
道
氏
の
敗
例
の
下
K
、
木
校
々
合
技
に
衣
川約
九卜u

自1)，没JU)

柑一j
の
佐
官
沢
ハ
成
就
し
た
の
で
御
昨
.
り
ま
す
。
品
開
に
縦
四
仲
川
心
情
ハ
大
林
の
こ

と
ハ

一ぶ
ふ
ま
で
も
な
く
、
抑
制
き
嵯
ま
で
に
試
を
付
け
ら
れ
て
机
漏
の
な
き

比
M

に
注
A

思
せ
ら
れ
ま
し
た
。
三
井
氏
ハ
必
要
な
る
物
口
問
ハ
御
自
身
の
を
持

ち
出
し
て
下
さ
る
や
ら
、
文
私
が
多
忙
で
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
ね
の
代
り

に
代
剛
院
人
を

H
hH
出
娠
さ
せ
て
、
大
に
政
組
日
の
引
を
助
け
て
下
さ
り
ま
し

た
。
久
保
川
打
の
如
き
ハ

、
常
に
ト
村
役
な
る
山
手
を
興
へ
て
、ル治山肢
の
な

き
伐
に
助
け
て
下
さ
り
、
久
山
由
ハ

ハ
公
務
の
品
川
暇
を
以
て
、
川
県
報
酬
に
て

ぷ
計
監
督
の
慌
を
指
附
押
し
て
下
さ
り
ま
し
た
。

停
に
申
上
げ
ま
す
が
、
校
合
の
往
築
ハ
、
赤
一例許庁
三
郎
と
r
A

ふ
ト
八
仁
が

之
を
引
き
交
け
、

w
R
A出
品
以

mm科
数
室
等
ハ
、
雨
水
印
刷
が
之
を
ぷ
負
ひ
ま
し

た
が
、
偏
人
共
に
、
此
内
「
校
ハ
山
叫
μ
一
泊
の
山
中
校
と
ハ
、
其
成
s
止
が
述
ふ
故

に
、
百
々
も
射
さ
へ
せ
ね
ば
よ
い
と
ぶ
ふ
村
川
で
、
ト
人
K
勉
似
し
て
呉
れ

ま
し
た
の
み
な
ら
ず
、
出
水
組
の
み
ぺ
金
五
百
同
を
寄
附
し
て
央
れ
、

亦
仰
の
・
刀
ハ
本
校
の
表
門
を
寄
附
し
て
呉
れ
ま
し
た
。

ザ〈
此
即日
a

校
の
設
す
-K
就
き
ま
し
て
つ
支
部
省
の
方
々
や
、
東
京
府
の

ト々
々

や
、
何
役
所
の
み
々
が
、

一
み
な
ら
ぬ
使
利
を
興
へ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
ζ

で
此
市
校
の
特
色
の

一
ハ、

岐
に
此
の
創
丘
の
際
に
断
れ
て
川
る

と
以
う
て
も
よ
か
ら
う
と
存
じ
ま
す
。
剖
ち
俊
也
人
事
的
什仰
の
純
一
例
ハ
、
九州

申
越
べ
ま
し
た
.
迎
り
、
川
叫
に
往
築
バ
川
白
川
人
に
も
及
ん
で
川
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
o
X東
京

-M
下
の
設
立
ち
た
る
新
聞
利
及
雑
誌
壮
ハ
、
皆
非
常
の
同

山
川
を
い
ぶ
せ
ら
れ
ま
し
て
、
治
け
し
水
生
徒
ル
砂
川
辺
の
印
刷
ぺ
けを
殺
し
ま
し
た
が
、
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あ
れ
ハ
窓
皆
新
聞
引
の
火
川附
で
あ
り
ま
し
て
、
町
内
ド校
よ
り
ハ

一
文
の
代
似



も
挑
は
ず
に
品
川
ん
だ
か
坑
哨
別
で
あ
り
ま
す
。
激
職
員
治
ハ
の
如
き
も
、
山
門
市
川

給
に
て
御
必
h
M
下
さ
る
諜
で
あ
り
ま
す
。

又
此
事
業
の
成
立
を
早
か
ら
し
め
ま
し
た
も
の
ぺ
笛
華
族
方
の
御
賛

成
で
あ
り
ま
す
。
就
中
近
衛
公
、
岩
倉
公
、
西
国
寺
侯
、
峰
須
伐
侯
、
岡

部
子
、
長
岡
子
、
其
他
の
い
々
々
の
御
必
力
で
あ
り
ま
す
。

父
山
げ
に
申
述
べ
て
円
き
ま
す
が
、
私
比
ハ
が
寄
附
金
を
使
川
す
る
と
き
の

心
得
と
致
し
ま
す
則
ハ
、

(
第
一
)
ハ
可
成
寄
附

8
K満
足
を
興
ふ
る
伎
に
使
用
す
る
と
と
。

(第
一一
)
ハ
寄
附
金
を
・
ポ
久
に
効
力
あ
る
川
に
使
刑
す
る
こ
と
。

。コ

m ~ 
で J 之コ
ム旨ノ、
γ111< 
;干 fl~
'0 0) 

j良
'1'( 
な
か
り

し
む
る
ζ 

と。

以
七
ハ
、
円
本
女
千
大
問
「
校
が
返
れ
出
た
由
米
の
、
側
々
の
は
慨
に
過

き
な
い
の
で
御
崎
り
ま
す
が
、
此
事
業
を
助
け
た
も
の
の
・
内一
に

ぺ

外

部

に
頴
ハ
れ
ず
し
て
、
地
中
に
思
れ
て
此
の
事
業
の
根
事
情
と
な

y
て、

此
』明

業
の
生
命
を
俣
う
て
い
米
た
所
の
符
伎
を
、
円
伐
人
知
れ
ず
事
業
全
体
に
法

い
で
川
る
お
も
制
作
山
御
陪
り
ま
す
が
今
必
に
巾
k
ぐ
る
暇
が
あ
り
ま
せ
ぬ

か
ら
訓
愛
し
て
時
し
ま
す
。

必
し
ま
す
る
に
、
五
十
六
名
の
後
位
入
、
三
十
二
名
の
削
立
委
員
、
数

百
名
の
賛
助
員
、
其
他
本
校
の
創
立
に
岡
山
を
寄
せ
ら
る
L

諸
君
ハ

、
皆

各
円
に
何
か
、
金
銭
か
、
知
怠
か
、
町
内
「
力
か
、
又
ハ
勢
力
か
、
労
力
か
を

帯
附
し
て
、
そ
れ
/
¥
此
の
削
業
に
必
力
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
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此
の
校
合
性

一
本
も
、
附
f
T
一
脚
も
、
皆
諸

πの
必
力
の
形
に
川
刷
れ
た
結

果
で
あ
り
ま
す
。
準
認
す
る
に
、
諸
君
の
識
力
が
集
ツ
て
、

此
円
本
女
子

大
門
学
校
と
な
ツ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
此
態
十
校
ハ

、
設
起
人
の
皐
校
で

も
あ
り
ま
せ
ぬ
。
叉
創
立
委
員
の
皐
校
で
も
あ
り
ま
せ
ぬ
。

此
町
内
「
校
ハ
、

一
口
に
此
皐
校
に
同
怖
を
表
せ
ら
れ
た
所
の
諮
新
の
早
校
で
あ
り
ま
す
。
今

日
此
開
校
の
名
宛
パ
ハ

、
悉
諸
君
一

同
の
名
啓
で
あ
り
ま
す
。
諸
君
一
同
に

川
町
す
べ
き
も
の
で
御
座
り
ま
す
。

次
に
A
1
H
の
周
到
駄
を
御
報
道
申
上
げ
度
存
じ
ま
す
が
、
第
一
に
御
報
行

巾
上
く
べ
き
も
の
ハ

、
以
印
刷
し
た
金
制
と
、
其
性
質
、
殺
に
父
如
川
に
と

を
使
間
し
た
か
と
ぷ
ふ
引
で
あ
り
ま
せ
う
が
、
今
日
ハ

リ
ハ
其
大
林
に
止
め

詳
細
の
御
報
行
ハ

、
他
日
寄
附
必
の
御
供
名
と
、
其
寄
附
金
一
似
と
、
叉
使

用
の
方
法
等
を
印
刷
に
附
し
て
、
御
覧
に
人
る
ム
似
り
で
あ
り
ま
す
。
先

づ
大
林
申
上
げ
ま
す
れ
ば
、
寄
附
金
持
席
約
官
同
ハ

、
濠
定
額
三
十
必
同
の
中
「

額
ま
で
に
達
し
ま
し
た
。
其
内
創
業
伐
と
致
し
ま
し
て
、
凡
そ
十
一
応
回

清川
を
使
川
殺
し
ま
し
た
が
、
乙
れ
ハ
飯
山
創
業
代
と
大
芝
あ
り
ま
せ
ぬ
。

山
ち
創
業
山
口
は
大
凡
品
川
山
川
と
見
積
ツ
て
あ
ツ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

中
引
に
此
郎
「
校
の
本
的
た
る
激
職
い
は
と
、
生
徒
の
ζ

と
に
枕
て

一
パ
申
上

げ
度
存
じ
ま
す
。

数出
h

祝
日
以
数
必
の
組
織
に
闘
し
ま
し
て
ハ
、
街
々
去
、
心
を
致
し
ま
し
た



が
、
数
段
及
数
詠
に
な
ら
れ
た
方
々
が
、
木
校
創
立
の

T
一
旨
を
熱
心
に
賛

成
さ
れ
、
且
つ
夜
起
人
等
の
精
耐
に
同
怖
を
表
せ
ら
れ
、
自
ら
進
ん
で
御

承
諾
な
さ
ツ
て
下
さ
ツ
た
と
云
ふ
諜
で
、
更
に
有
力
な
る
教
員
を
組
織
す

る
乙
と
が
出
来
ま
し
た
の
ハ
、
誠
に
此
川
イ
校
の
仕
合
で
御
座
り
ま
す
。
そ

れ
で
此
の
方
々
ハ
、
只
名
前
を
連
ね
た
ば
か
り
で
ρ

あ
り
ま
せ
ぬ
、
報
酬

の
矯
め
で
ハ
勿
論
あ
り
ま
せ
ぬ
こ
と
ハ
申
す
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
ま

す
。
至
誠
よ
り
此
皐
校
に
同
怖
を
表
せ
ら
る
h

が
篤
で
あ
り
ま
す
。

此
皐
校
の
精
一
柳
ハ
、
既
に
教
授
諸
君
の
内
に
顕
れ
て
居
る
と
存
じ
ま

す
。
今
其
一

例
を
申
上
げ
ま
す
れ
ば
、
或
日
常
副
大
阜
の
一
室
に
於
き
ま

し
て
、

二
三
の
防
士
方
と
、
数
日
伐
の
組
織
に
就
て
、
御
柑
談
申
し
た
時

に
、
一
人
の
同
士
ハ
「
こ
れ
か
ら
ハ
五
口
々
卒
者
の
責
任
で
あ
る
。
吾
々
自

身
が
出
席
し
て
数
慢
の
任
に
笛
り
、
諮
問
由
民
な
る
模
範
を
一不
さ
ね
ば
な
ら

ぬ
」
と
申
さ
れ
ま
し
た
が
、
乙
れ
と
貨
に
此
校
の
精
一酬
で
あ
り
ま
す
。

吾
々
の
貨
任
、
五
口
々
の
皐
校
と
い
ふ
御
念
ハ

、
貨
に
此
皐
校
の
精
一
柳
で
あ

り
ま
す
。
西
園
寺
侯
侍
も
、
此
向
学
校
の
乙
と
ハ
常
に
五
日
々
の
平
校
と
稿
し

て
出
ら
れ
ま
す
。

次
に
生
徒
の
ζ

と
を
申
上
げ
ま
す
。

此向
学
校
の
本
科
ハ

、
家
政
、
閤

文
、
及
英
文
の
三
皐
部
に
分
れ
て
居
り
ま
す
が
、
最
初
生
徒
を
募
集
す
る

創設WI

と
き
に
ハ
、
各
山
学
部
に
三
十
名
宛
の
生
徒
を
得
、
都
合
百
名
あ
れ
ば
充
分

で
あ
る
と
思
ツ
て
居
り
ま
し
た
庇
が
、
募
y
て
見
ま
し
た
所
が
、
案
外
に

舷
募
生
が
多
く
て
、
同
四
文
、
家
政
な
ど
ハ
直
に
百
名
宛
の
志
担
者
が
附
米

ま
し
た
か
ら
其
後
ハ
入
皐
願
書
を
愛
理
せ
ぬ
ζ

と
を
渡
表
し
ま
し
た
が、

向
絞
三
宮
山
王
者
が
あ
り
ま
し
た
に
も
係
ら
ず
、
山
首
断
ツ
て
し
ま
ツ
た
有
様

で
あ
り
ま
す
。
で
人
州
干
し
た
者
が
三
車
部
合
せ
て
、

凡
そ
武
百
名
許
と
な

り
ま
し
た
。
叉
附
泌
高
等
女
単
校
の
方
ぺ
入
率
生
徒
凡
そ
参
百
名
許
り

で
あ
り
ま
す
か
ら
、
都
合
五
百
名
許
の
生
徒
が
御
座
り
ま
す
。
其
内
寮
生

は
百
五
十
名
許
で
、

他

ハ
皆
通
問
中
生
で
あ
り
ま
す
。
以
上
ハ
今
日
の
現
欣

で
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
貨
に
女
子
大
翠
校
の
萌
芽
に
過
ぎ
な
い
の
で
、

小

さ
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。
併
し
創
業
時
代
の
も
の
と
し
て
て
可
な
り
に

大
な
る
も
の
と
讃
川ノ
て
も
差
支
ハ
な
か
る
ま
い
と
存
じ
ま
す
。

英
国
に
於
き
ま
し
て
、
初
め
て
女
子
に
大
早
教
育
を
施
す
様
に
な
っ
た

時
分
に
、
例
へ
ば
ガ
ル
ト
ン
大
与
の
如
き
も
、
其
始
め
ハ
漸
く
五
名
の
女

同
学
生
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
ど
ざ
り
ま
す
が
、
今
目
立
失
閣
の
大
事
教
育
を

交
く
る
女
生
徒
ハ
、
三
千
人
許
あ
る
と
云
ふ
勢
で
あ
り
ま
す
。
米
間
の
如

き
女
子
の
高
等
教
育
の
盛
な
る
図
に
し
て
、
五
尚
内
外
の
女
/
寸
大
胆
平
生
を

有
す
る
園
で
も
、
例
へ
ば
ス
ミ
ス
女
子
大
阜
の
如
き
も
、
其
初
め
ハ
伎
に

十
四
人
の
女
浮
生
を
以
て
開
校
し
た
さ
う
で
あ
り
ま
す
。

然
る
に
、
今
や
此
日
本
女
子
大
皐
校
ハ
、
始
よ
り
殆
武
百
名
の
女
生
徒

を
得
た
と
申
し
ま
す
も
の
て
明
治
昭
代
の
御
蔭
に
よ
る
も
の
で
、

χ
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に
ハ
女
子
教
育
家
の
議
力
の
結
果
が
頴
ハ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま
せ
う
。

-K



に
民
す
べ
き
明
白
と
存
じ
ま
す
。

然
る
に
此
事
貨
を
打
ち
消
し
て
、
此
円
本

k
，
十
大
山
中
校
ハ

、
と
を
英
米

の
女
f

ナ
大
開
ナ
教
育
K
比
絞
す
る
と
き
川

、
特
皮
が
低
い
と
一五
ふ
も
の
も
御

版
り
ま
す
伎
で
す
。
成
問
何
回
何
度
ハ
高
く
ハ
な
い
、
此
の
程
度
が
高
く
な
い

と
ぷ
ふ
所
も
、一政

ハ
他
凶
のん
A
r
y
大山円
r
を
は
に
模
倣
せ
ざ
る
所
の
一
知
で

あ
り
ま
す
o

A
f
け
の
本
郎

k
rナ
の
問
f
問
の
何
度
で
で

此
似
の
所
よ
り
前

千
す
る
が
路
沿
で
あ
ら
う
と
い
じ
ま
す
。

向
此
凶
f
校
の
、

一
間
特
別
の
'K

子
大
向
子
た
る
粕
川

、
節
々
御
座
り
ま
す
が
、
今
日

ハ
申
上
ぐ
る
暇
も
あ
り

ま
せ
ん
か
ら
略
し
ま
す
が
、
問
問
皮
の
如
き
も
、
必
要
に
悠
じ
て
漸
次
に
進

め
る
帆
の
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
川
胤
則
刊
日
中
に
も
、

三
年
持
の
研
究
科
を
説
明
川

す
る
符
に
な
ツ
て
日
り
ま
す
。

此
研
究
科

ハ
本
年
募
集
の
生
徒
が
いヤ
業
す

る一切
、
印
ち
ん
t
H
よ
り
三
年
の
後
に
ハ

、山口
然
と
出
来
る
諜
で
あ
り
ま
す

が
、
併
し
時
貨
に
依
っ
て
ハ
向
早
く
設
け
て
も
ん凡
し
い
の
で
あ
り
ま
す
。

斯
様
の
順
序
を
踏
て
行
く
の
が
、
け
胤
も
倍
能
の
い
嵯
ほ
と
信
じ
て
い
川
り
ま
す

か
ら
、
彼
H
4
ぷ
ふ
人
が
あ
り
ま
し
で
も
今
ハ
下
ひ
ま
せ
ぬ
。

U

人
寄
附
金
も
、
恰
丘
必
固
と
巾
せ
は
、
勿
論
除
り
大
き
な
金
で
ハ
あ
り

ま
ぜ
ぬ
。
殊
に
・4
を
米
凶
溢
の
穴
川
附
金
に
比
較
し
ま
す
と
、

小
さ
い
も
の

で
あ
り
ま
す
が
、
本
郎
の
山
の
何
度
父
ハ

'k
f
数
育
の
何
度
な
ど
よ
り
考

へ
ん
川
せ
ま
す
と
き
に
ハ

、
比
較
的
に
大
な
る
蔚
千
と
ぷ
う
て
も
庄
支
な
い

か
と
作
じ
ま
す
。

前
述
の
次
第
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
此
附
子
校
が
け
本
の
'k
f
ト
八
円
J

…伐
の
附
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子
と
し
て
ぺ
比
較
的
大
な
る
も
の
で
御
時
り
ま
せ
う
。
是
伴
大
々
漏
れ
の

御
助
力
の
結
果
で
御
座
り
ま
す
が
、
今
後
ハ

此
の
何
千
を
哨
夜
し
て
古
川
大

な
る
樹
木
と
な
し
、
美
な
る
花
、
艇
は
し
き
来
を
結
ば
し
む
る
岐
に
せ
ん
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
。
乙
れ
に
ハ
村
人
諸
行
の
助
力
を
仰
ぐ
よ
り
放
し
み
ハ
あ

り
ま
せ
ん
。
乙
れ
ハ
氏
に
将
米
に
回
す
る
私
共
の
布
削
れ
で
あ
り
ま
す
か
ら
、

一一一

日
此
の
将
来
の
希
唱
を
述
べ
て
、
此
一
例
川
崎
を
終
り
た
い
と
作
、
し
ま
す
。

さ
て
今
後
の
事
業
ハ

、
本
校
の
ド
語
、
万
針
を一
口
行
し
て
、
淑
女
た

り
、
賢
母
た
り
、
良
妻
た
る
べ
き
も
の
を
必
み
出
す
と
と
で
あ
り
ま
す

が
、
此
け
的
を
法
せ
ん
と
殺
し
ま
す
れ
ば
、
必
二
つ
の
一
波
ぷ
が
必
.決
で
御

wm
り
ま
す
。

一
ハ
人
、

一
ハ
金
で
あ
り
ま
す
。
先
け
例
め
て
数
職
対
必
の

御
命
川
A
U
の
聞
に
旋
律
合
計
監
伴
ハ

、
「
しど
を
肢
と
す
れ
ば
、
治
ハ

ハ
丘
(t

で
、
私
比
ハ
ハ
兵
制
方
を
助
む
る
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
巾
さ
れ
ま
し
た

が
、
成
m
M
其
一
辿
り
で
あ
り
ま
す
。

A
F
円
牧
市ド
を
す
る
に
ハ

、
是
非
と
も
紡

兵
と
金
h
M
と
の
二
従
来
が
必
症
で
あ
る
如
く
に
、
数
点
口
事
業
に
も
此
二
必

打
点
が
必
咲
で
あ
り
ま
す
。

A
F
け
ハ
漸
く
外
却
の
設
備
が

一

'm分
だ
け
川
町
山
米
た
杵
り
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
内
部
の
設
備
と
川
叫
に、

外
却
の
設
備
を
完
う
せ
ね
ば
な

り
ま
せ
ぬ
が
、
殊
に
内

amの
設
備
が
必
咲
で
あ
り
ま
す
。
兎
角
内
相
岬
の
eA江

山
川
ハ
人
刊
に
紛
れ
鋭
い
か
ら
、
大
抵
何
時
も
不
充
分
勝
で
御
一地
り
ま
す



が
、一口

ハ札制
AU
に
必
波
な
る
も
の
ハ
、
激
戦
HU
と
内
部
の
ぷ
似
と
で
御

附
り
ま
す
。
此
-
一内
さ
へ

完
備
す
れ
ば
、
数
育
ハ

山
来
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
今
後

2
4市計
仕
ハ
此
内

amの
設
備
に
内
て、

一
一
附
消
れ
の
助
刈
を
仰
ぎ

た
い
と
存
じ
ま
す
。
今
内
外
設
備
に
必
裂
な
る
も
の
を
大
略
申
上
げ
ま
す

れ
は
、
講
堂
、
林
操
場
、
本
校
舎
、
市
川
籍
館
及
寮
舎
の
附
築
な
ど
ハ
、
外

部
の
設
備
と
し
て
必
要
で
あ
り
ま
す
。
叉
図
書
、
機
械
、
標
本
な
と
ハ

、

門
部
の
設
備
と
し
て
是
非
人
川
で
御
時
り
ま
す
。

右
伎
の
次
第
で
あ
り
ま
す
か
ら

一
々
に
ハ
向
引
き
緩
い
て
募
金
を
な

し
、
父
下
々
に
ハ
数
点
川
に
h

川
を
必
し
て
、
ぷ
ハ
の
御
界
川
削
れ
に
刊
か
ぬ
岐
に

致
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ぬ
が
、
-/
」
を
思
へ
は
前
途
遼
遠
で
あ
り
ま
す

し
、
父
紗
多
の
灘
間
聞
を
通
過
し
て
、
戦
を
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で

誠
に
不
併
な
る
引
払
H
ハ
の
微
力
の
ぷ
は
な
い
所
で
あ
り
ま
す
が
、
私
ハ
此
等

の
難
闘
を
通
過
し
て
、
彼
岸
に
達
す
る
こ
と
が
出
来
る
と
儀
信
放
し
ま

す
。
と
申
し
ま
す
者
ぐ
日
疋
れ
丈
の
街
力
省
日
疋
れ
丈
の
事
者
や
教
員
が
賛

助
せ
ら
れ
て
肘
ら
る

、
以
1
.ハ
、此
伶
の
ζ

と
ハ

必
出
来
る
と
信
じ
ま
す
。

行
し
瓜

一
山
山
米
ぬ
な
ら
ば
、
そ
れ
ハ
引
払
比
ハ
の
貞
任
で
あ
り
ま
す
。
罪
で
あ

り
ま
す
。
能
ハ
さ
る
に
あ
ら
ず
、伐
さ
ぜ
る
の
非
と
ぶ
う
て
も
よ
か
ら
う

と
作
じ
ま
す
。

日IJ;没JgJ

私
ハ
俊
也
人
、

創
'け浜町川川
、
賛
助
川
川
、
民
他
川
山
川
ぷ
打
K
切
宅
放
し
ま

す
。
ど
う
か
此
山
中
校
を市
川
A
の
も
の
と
忠
行
し
て
、
取
川良
の
仙
川
ボ
を
突
す

る
伐
に
御
助
h
M
を
願
ひ
ま
す
。
げ
λ

数
聴
い
川
、
中
作
性
ぶ
れ
に
も
、
U

人
川
岐
に

ぷ
け
れ
御
'川
身
の
も
の
と
し
て
、
ぷ
ハ
の
御
山
任
で
あ
る
と
一一品ふ精
榊
で
、

此山
学
校
の
目
的
を
達
す
る
憾
に
街
効
な
る
教
育
の
行
ハ
る
L

様
に
、
或

ハ

教
育
を
施
し
、
或
ハ
自
ら
教
育
せ
ら
れ
ん
ζ

と
を
切
望
致
し
ま
す
。
今
日

事
業
と
云
ふ
も
の
ハ

、
戦
?
と
阿
一
で
、
矢
波

一
騎
打
で
ハ
出
来
ま
せ

ぬ
。
必
全
鉢
共
同
で
な
く
て
ハ
な
り
ま
せ
ぬ
。
内
外
上
下
協
心
同
力
し

て
、
此
穆
校
の
矯
め
御
凝
h

川
を
同
開
ひ
ま
す
。

去
し
必
弊
の
「
仰
が
あ
ら
ば
、

日
庄
志
を
興
へ
て
下
さ
い
。
気
付
か
ぬ
乙
と
あ
ら
は
御
数

一小
下
さ
い
。
阪
ら

ん
と
す
る
な
ら
ば
件
僻
し
て
下
さ
い

、
倒
れ
ん
と
す
る
な
ら
ば
山
し
て
ド

さ
ら
ん
こ
と
を
切
望
散
し
ま
す。

(「
女
子
の
友
」
第
九
十
三
鋭
)
明
治
三
十
四
年
四
月

敵
米
女
子
大
皐
の
形
勢

aい
ぜ

い

え

っ

げ

ん

ぷ
附
}の
白川入
試
ユ

ー
ゴ
l
艇
に
Z
H

し
て
日
く
、
十
九
世
紀
は

k
r
rの
世
紀
な

会
乙
と

り
と
、
宴
に
前
世
紀
伊
札
於
て
女
子
教
育
は
非
常
の
速
力
を
以
て
非
常
に
授

注
せ
り
、
廿
丹
後
法
せ
る
慎
一
口
は

一一
聞
に
於
て
は
敬
喜
向
か
高
向
に
な
り
し
ζ

と
に
し
て
他
の

一
雨
に
於
て
は
北
口
及
せ
る
こ
と
な
り
、
斯
の
結
果
は
や
が

て
リ
川
命
け
に
接
訴
し
て
今
日
は

k
f
数
台
が
非
常
に
交
明
の
咲
い
い泌
を
筋
す
に
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.
子
り
ぬ
、
依
て
今
け
文
化
獲
注
の
淵
源
は
教
育
に
あ
り
、
共
数
脊
の
淵
源



は
女
子
教
育
に
あ
り
、
故
に
枇
曾
文
化
の
進
運
を
謀
ら
ん
と
欲
せ
ば
先
づ

'kfr
数
育
を
波
法
完
美
せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
に
雫
れ
り
、
而
し

て
女
子
数
育
の
程
一
反
を
計
る
と
一五
へ
る
ζ

と
は
其
女
子
の
高
等
数
育
を
見

て
記
む
る
こ
と
ト
な
れ
り
。

A
I
H
在日
一凶
の
高
唯
一
寸
数
育
を
論
ず
る
も
の
は
、
其
凶
内
に
女

f
大
山
内
「
は
幾

多
あ
り
や
、，
K
子
の
斜
め

ιυ同
等
教
育
の
門
戸
を
聞
き
し
ゃ
、
帆
川
た
亦
た

女
子
の
教
育
は
男
子
と
同
等
と
す
べ
き
ゃ
に
着
服
論
及
し
日
疋
等
を
以
て
看

過
わ
ぬ
か
か
品
、
か
骨
一
野
跡
勘
ハ
」
骨
小
小
、
今
日
の
女
子
教
育
の
大
勢
を
翻

察
す
る
に
は
、
先
づ
各
闘
の
女
子
大
阻
干
の
形
勢
は
如
何
な
り
し
や
而
し
て

其
結
果
如
何
を
み
察
す
る
は
太
だ
大
切
な
る
乙
と
な
り
、
A
つ
ま
女
ノ
ナ
の
日

等
教
育
を
綴
別
す
れ
ば

あ

て

川
Hfr
の
大
取
を

K
Fの
伐
に
其
門
戸
を
閉
山
以
せ
し
も
の

第
二
、
男
女
共
有
の
大
与
を
設
立
せ
る
も
の

第
三
、
男
女
の
大
卒
K
附
泌
せ
る
女
イ
大
内
「

第
四
、
純
粋
の
女
子
大
皐

第
一
に
回
す
る
も
の
は
素
と
男
子
の
大
型
な
り
し
を
女
子
の
矯
め
に
門

スヱ
I

Y

J

デ

J

?

?
ク

ヲ

イ

J
一ヲ

J

Y

す

ラ

J

ダ

戸

、

ル
ピ
マ

戸
を
開
放
せ
る
も
の
に
し
て
、
瑞
胤
(
丁
抹
、
芥
閥
、
阿
凶
陀
、
白
耳

l

ノ
f
ん
p
z
l

ィ
，A
ハ

ニ

セ

ホ

ル

ト

M
H

凡

ス

イ

γ
ル

イ

タ

リ

ー

u

ン

ア

ト

イ

ツ

義
、
郎
減
、
四
印
刷
牙
、
山
制
荷
牙
、
川
川
西
、
伊
太
利
、
長
-
山
川
、
消
逸
、

J

，
A

ァ
，リ

力

、、

帥
仰
川
酬
回
、
叩
米
利
加
は
削
ち
日
正
な
り
、
限
問
迎
は

k
，
ナ
の
一
回
向
笥
数
育
に
於
て

は
ぷ
と
保
ん
寸
ト
仁
義
な
り
し
も
、
'K子
に
大

mr数
脊
を
一
決
す
る
の
浜
辺
進
み

戸、
d
h

リ
J

大
勢
迫
る
を
見
て
一
昨
年
始
め
て
伯
林
大
与
を
開
放
せ
し
に
勿
ち
三
百
人

の
人
向
学
長
を
得
た
り
、
帥
仰
凶
西
は
千
八
百
六
十
八
年
に
広
ιJ
の
伐
に
大
内
「
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世
阿
取
締
を
開
放
せ
る
に
、
中
川
時
未
だ
一
般
に
'
k
f
大
阜
の
浜
辺
成
叫
ん
な
ら

ざ
り
し
を
以
て
人
平
お
陀
に
三
人
な
り
し
も
千
八
百
九
十
一
九
年
に
情
り
て

は
九
十
五
人
を
得
た
り
、
帥
仰
凶
凶
は
今

H
に
て
は
十
五
ヶ
所
に
凶
分
科
乃

ち
文
、
盟
、
法
、
瞥
の
各
大
山
学
あ
り
て
皆
な
共
に
女

f
の
人
的
mr
を

A
せ

り
、
以
上
は
乃
ち
第
一
に
属
す
る
も
の
な
り
、
第
二
に
泌
す
る
も
の
は
米

会
か
ん
づ
〈

閣
に
於
て
頗
る
隆
盛
に
し
て
全
州
に
二
百
幾
十
あ
り
就
中
有
名
な
る
も
の

は
カ
ナ
ダ
大
皐
、
ク
イ
ン
ス
大
祭
、
ダ
ル
ハ
ウ
ス
大
手
、
ツ
リ
ニ
チ
l
大

阜
、
セ
ン
ト
ヒ
ル
タ
ス
大
明
、
マ
ツ
ギ
ル
大
尽
な
り
、
其
第
三
の
別
子
の

大
事
に
附
凶
仰
せ
る
も
の
に
は
コ

|
不
ル

大
町
内
「
、
コ
ロ

y
ビ
ヤ
大
川
f
、

ハ
ー

パ
ー
ト
火
山
F
あ
り
、
此
聞
に
凶
す
る
も
の
は
災
凶
に
多
く
日
比
る
所
な
り
、

第
四
の
純
粋
大
半
も
米
一凶
に
於
て
は
昨
年
に
至
り
て
L

人
に
附
加
せ
り
、
什
叫

持
名
な
る
も
の
を
製
く
れ
ば
乃
ち
パ
ザ
l
、
ス
ミ
ス
、
ゥ
エ
ス
レ
l
、
ブ

リ
ン
マ

l
の
諸
大
平
な
り
。

英
国
の
ガ
ル
ト
ン
大
与
は
其
創
始
に
方
り
で
は
住
に
五
人
の
生
徒
を

見
、
米
閣
の
ス
ミ
ス
大
与
は
今
よ
り
二
十
五
年
前
に
設
立
せ
し
も
の
な
る

か
叩
一
品
叫
川
小
ぃ
徒
住
に
十
間
人
な
り
き
、
同
州
の
如
く
其
創
始
に

'M
り
て
生
徒
の

少
数
な
り
し
は
日
以
れ
も
皆
な
治
時
の
附
(
論
が
反
野
せ
し
を
以
て
な
り
、
而

れ
と
も
亦
た
何
れ
も
皆
な
昨
年
に
宅
り
て
む
に
慌
ト
八
と
ぬ
れ
り
、
山
叫
ん
t
兆



閣
の
如
き
は
女
子
大
撃
の
生
徒
二
千
七
百

O
一
人
に
し
て
米
国
は
五
前
に

垂
ん
と
せ
る
勢
ひ
な
り
、
要
す
る
に
昨
年
は
円
以
も
女
子
高
等
数
育
の
盛
況

を
い
主
せ
し
年
な
り
き
、
本
年
は
二
十
世
紀
の
最
初
な
る
か
ユ

ー
ゴ
l
の
謂

へ
る
が
如
く
十
九
世
紀
は
女
子
の
世
紀
な
り
と
せ
ば
、

二
十
世
紀
は
女
子

教
育
の
山
首
し
く
授
達
す
る
世
紀
な
り
と
予
は
信
ず
る
な
り
。

今
日
世
界
数
出
向
の
大
勢
を
観
察
す
れ
ば
女
チ
教
育
の
悶
何
度
は
貧
土
u
向
向

と
な
れ
り
、
日
疋
れ
果
し
て
枇
舎
の
お
に
憂
ふ
べ
き
と
と
な
る
か
、
附
付
た
机

す
べ
き
ζ

と
な
る
か
は
随
分
或
部
分
に
て
の
問
題
と
な
り
府
る
乙
と
な
る

が、

ζ

の
問
題
を
消
滅
せ
し
む
る
に
は
女
子
大
卒
が
如
何
な
る
結
果
を
枇

舎
に
輿
ふ
る
か
を
調
式
比
す
れ
ば
足
れ
り
、
今
よ
り
二
十
五
年
前
頃
に
方
り

て
は
世
界
各
閣
と
も
に

K
F数
育
に
就
て
は
大
い
疑
惑
を
白
せ
し
な
り
、

殊
に
大
路
ナ
教
育
は
剥
舎
の
篤
に
決
し
て
叫
す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
其
弊
冗

の
必
ら
ず
百
出
す
べ
し
と

tMUせ
る
内
「
布
あ
り
、
其
川
釘
鮒
は

第

一
、
女
徳
を
汚
関
す
る
と
と

第
二
、
女
子
の
身
間
を
哀
弱
せ
し
む
る
こ
と
ひ
い

に
し
て
此
女
子
の
身
胞
を
亥
弱
せ
し
む
る
結
果
は
延
て
其
子
孫
を
戻
弱
せ

し
め
-史
に
凶
民
を
し
災
弱
せ
し
む
る
に
至
る
と
せ
り
、
子
は
命
日
て
英
樹
の
い
白

吉
林
に
て
積
々
の
書
籍
を
勝
ひ
し
に
、
中
に
女
子
教
育
に
就
て
奇
怪
な
る

自11，没Jtil

ζ

と
を
ぶ
へ
る
あ
り
、
即
ち
ん
且
子
に
向
等
数
育
を
興
ふ
る
は
'Kチ
を
し
て

一仰
に
却
し
て
罪
人
と
成
ら
し
む
る
も
の
な
り
と
あ
り
、
U

人
た
米
国
ポ
ス
ト

ン
の
ク
ラ
|
ク
氏
の
著
書
に
は
女
チ
に
高
等
教
育
を
筏
く
る
は
是
れ
女
子

を
し
て
'
井
憾
の
健
康
を
告
せ
し
む
る
も
の
な
り
と
て
極
々
の
統
計
と
流
協

と
を
例
県
し
て
殴
ん
に
女
子
の
高
等
教
育
を
非
難
せ
り
、
品
川
時
は
米
だ
文

化
設
達
せ
ず
従

っ
て
女
子
の
高
等
教
育
を
嬰
せ
ざ
り
し
を
以
て
斯
か
る
非

ζ

う

難
も
生
ぜ
し
も
の
に
し
て
ス
、
、
、
ス
杯
の
起
り
し
時
も
は
々
と
し
て
反
釘
の

川
河
強
か
り
し
な
り
、
而
れ
ど
も
今
日
の
如
く
幾
政
の
卒
業
生
を
出
す
に
歪

り
、
而
し
て
此
の
卒
業
生
は
如
何
な
る
人
に
嫁
し
如
何
な
る
家
庭
を
作
り

如
何
に
子
女
を
数
育
し
将
た
枇
舎
に
如
何
な
る
滋
轡
を
輿
へ
し
か
を
見
る

K
及
び
て
今
日
は
非
難
す
る
も
の
始
、
と
跡
を
絶
つ
に
至
り
ぬ
、
斯
く
非
難

の
跡
を
絶
つ
に
至
り
し
所
以
は
世
上
の
妃
愛
せ
る
か
如
く
高
等
教
育
を
受

同
合
会

け
し
も
の
は
男
子
ら
し
く
伐
る
か
と
云
ふ
に
決
し
て
然
ら
ず
し
て
太
だ
ん且

子
ら
し
く
な
り
吾
人
の
所
謂

K
他
が
甚
だ
護
法
せ
る
に
あ
り
、
論
布
或
は

ζ
 

米
刷
闘
の
風
俗
を
見
て
非
難
す
る
も
の
あ
る
も
主一曜
は
其
制
然
の
唯
だ

一
部
の

弊
芹
の
み
に
比
べ
る
か
ね
め
な
り
、
彼
闘
に
あ
り
て
も
高
等
教
育
を
受
け

ざ
る
も
の
は
製
動
制
暴
に
し
て
商
事
に
却
し
て
許
良
な
る
州
断
を
紋
げ

り
、
之
れ
に
反
し
て
高
等
教
育
を
受
け
し
も
の
は
修
身
務
家
に
於
て
幸
一服

な
る
を
見
る
の
み
な
ら
ず
其
一
般
枇
命
u
k
封
し
て
も
頗
る
誇
良
る
行
篤
を

見
る
な
り
、
日
記
れ
濁
り
予
の
制
限
祭
の
み
に
あ
ら
す
ミ
チ
ガ
ン
大
幣
徳
川
山
ア

ン
ゼ
ン
氏
は
千
八
百
八
十
四
年
に
錫
-け
し
て
ぶ
く
『
女
子
の
高
等
数
育
に
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就
て
は
之
れ
巴
反
封
せ
し
人
の
像
期
せ
し
弊
宮
は
一
も
生
せ
ざ
り
き
』



と
、
コ

l
ネ
ル
大
巾
の
モ

|
ゼ
ス
、
タ
イ
ラ
!氏一一ム
く
『
予
の
制
'祭
よ
り

判
定
す
れ
ば
引
火
を
し
て
川

一
に
内
f

ば
し
む
る
は
大

km校
の
品
川
を
田川

め
山
政
治
、
優
美
に
し
て

η版
、
制
暴
を
践
す
る
の
ベ
ハ
肌
あ
り
、
而
し
て

k
f

は
油
市
同
級
生
巾

に
於
て
優
等
の
地
位
を
占
め
其
健
康
も
男
f

k
勝
れ

り
』
と
、

昨
年
我
閣
に
漫
遊
せ
る

ス
タ
ン
ホ

l
ド
大
同
干
の
ジ
ヨ
ル
ダ
ン

氏

ぷ
く

『A
1
け
米
同
に
於
け
る
心
弘
子
大
山
川
3

の出
伊
勢
は
其
ド，
h

説
干
m
M
に
し
て
川市

凶
な
る
ん
民
性
を
作
る
に
あ
り
、
県
相
ル
の
女

mfルー
は
健
全
な
る
'
井
ぬ
と
明
1
4

な
る
刈
附
と
を
供

へ
て
能
く
枇
川
の

'n此
切
に
収
へ

い
い
仰
の
念
似
く
愛
同
心

深
く
附
胞
に
到
し
て
仁
愛
の
性
に
満
つ
る
婦
人
と
な
ら
し
む
る
に
拘
り
、

ト江れ
ば
斯
の
如
き
し
人
県
教
育
を
wmり
し
姉
人
は
其
母
K
優
り
て
能
く
時
間

の
利
用
を
解
し
能
く
'K性
の
任
務
を
も
知
り
而
し
て
其
力
に
於
い
て
如
何

な
る
久
性
の
任
務
K
も
時

へ
ざ
る
の
ι
鉱
ひ
な
し
、
其
M
u
k
於
い
て
U

人
能
く

幾
多
の
人
物
、
行
協
の
償
胞
を
刈
す
る
に
足
る
も
の
な
り
』
と
、
予
も
的

点げに
就
て
は
欧
米
に
於
て
一
口
際
に
制
策
せ
る
に
、
大
郎
「
に
於
け
る

k
fは

此
に
人
ら
さ
る
も
の
に
比
し
て
一

附
強
健
な
る
を
税
し
く
見
た
り
、
村人た

ト八円
3

生
徒
か
紡
Mm後
に
於
て
如
何
な
る
健
康
な
り
や
し
、
共
性
み
し
P
J
は

如
何
な
り
し
ゃ
を
刊
制
作
せ
し
平
行
も
少
か
ら
ざ
り
し
か
、
其
結
果
は
皆
な

品H
A
H
な
き
も
の
よ
り
健
康
な
り
き
、

如
何
K
し
て
此
健
康
を
得
し
ゃ
と

ム

ふ
に
間
脊
を
盛
ん
に
せ
し
を
以
て
な
り
、
印
ち
惚
出
問
に
作
ふ
知
u
育
を
進
め

、
、
、
、
、
、
、

し
を
以
て
斯
く
好
結
果
を
ポ
せ
し
な
り
、
女
子
大
事
は
其
創
始
K
於
て
非

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

zV
山
の
反
則
』
あ
り
に
も
開
ら
ず
昨
年
に
至
り
て
一

般
に
好
況
をけで
し
一以
釘
論

、
、
、
ー
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

お
の
忙
殺
せ
し
株
一
丸
は
」

-h
見
さ
る
に
司
令
れ
り
、「一
は
険
水
に
於
て
悩
め

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ら
れ
た
る
終
験
に
繋
み
て
'k
f
k
高
等
教
育
を
段
く
る
結
果
は
園
民
の
附
階

、
、
、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

康
を
進
め
凶
民
の
徳
育
を
進
め
し
と
と
を
断
一J
けす
る
は
決
し
て
泊
ぺ
に
あ

、
、
ら
ず
と
信
ず
。
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比
(他
品
等
教
ム
円
の
進
歩
せ
し
結
決
と
し
て
凶
家
に
及
ぼ
せ
し
利
九
八
肌
は
貨

に
民
ト
八
な
る
も
の
あ
り
、
山
ち
一
般
に
教
育
忠
惣
の
柑
H

及
せ
し
こ
と
是
な

り
、
米
凶
の
如
き
は
一家
庭
の
不
利
行
く
は

一
身
上
の
川
週
よ
り
別
身
と
伝

〈
ん
た
フ

れ
る
婦
人
の
多
く
は
皆
な
小
早
教
師
と
し
て

f
k柄
引
…
陶
の
任
k
vwm
り
川
れ

り
、
然
る
に
我
闘
に
布
り
で
は
斯
か
る
ほ
遇
に
あ
る
も
の
は
納
も
す
れ
一
は

〈
わ

O
い
け
う
し
十

ぜ
ん
ろ
う

身
を
花
街
狭
斜
に
投
じ
て
賎
阻
恥ぜ
つ
べ
き
ζ

と
を
篤
し
回
刷
れ
る
を
見
る
は

利
伶
の
伐
め
其
人
の
偽
め
に
悲
む
べ
き
乙
と
な
ら
ず
や
、

Jr
は
深
く
信

ず
、
除
米
各
凶
K
於
て
今
日
の
如
く
教
育
事
業
を
帥
叫
ん
な
ら
し
め
た
る
原

肉
は
'
k
f
教
育
の
力
に
傾
り
し
も
の
に
し
て
、

k
f教
育
を
織
ん
に
せ
る

結
果
は
凶
・
一家
の
』父
明
を
進
め
凶
・
一
家
の

一正
気
を
保
興
せ
し
こ
と
を
、
而
し
て

e

史
に

k
f
数
A
け
に
山
り
て
枇
A
M
H

に
山
拙
辛
口事
業
は
勃
興
せ
り
、
乃
ち
孤
占
円
院

の
如
き
出閤
叩
院
の
如
き
山
煽
院
の
如
き
将
た
ん
ぷ
殺
体
掃
の
如
き
薪
く
は
一家

庭
の
ん
交
尽
な
ど
よ
り
し
て

一
般
利
合
を
数
育
し
て
幽
家
刷
合
に
湧
但
す
る

さ
ん

g
よ

』
ζ
ぷ

勝
-F41
を
斐
除
せ
し
ζ

と
断
る
大
な
る
も
の
あ
る
は
品
川
と
枚
削
弔
す
る
に
注
あ

ら
さ
る
な
り
。



，rは
絡
り
に
臨
み

て
史
に

一
ワ
ぽ
ん
と
す
、
川
上
行

L
k
fに
ね
く
る

にい
U

川
勺
教
育
を
以
て
す
る
を
一小，川，
と
門
川
ナ
あ
ら
ば
民
に
バ
人
に
一
以
川
し
て

調
は
ん
凶
M

火
山
叩
に
・
日
川
匂
教
育
に什片
品
性
を
同
点
伏
せ
ら
れ
た
る
も
の
多
く
あ

る
を
存
ぶ
や
Tmn
や
と
、
ル
弘
子
を
山
引
に
柔
軟
性
と
し
て
制
固反
し
哨
だ
一
本
一
胞
に

於
て
男
，

rの
内
助
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
と
せ
ば
削
ち
止
む
、
何
も

一
例

の
同四
川氏
と
し
て
解
せ
ば
乃
ち
如
何
、
凶
氏
小
に
ぷ
f
A
粉
川
と
も
に
い
け
川
潔
に

し
て
修
篠
山
凶
き
も
の
多
き
は
闘
家
の
上
よ
り
，Y
出
御
し
て
じ
早
川
ぶ
べ
き
現
象
な

ら
ず
や
、
凶
-
M
4
は
激
高
円
山
き
人
の
干
に
抱
き
ト
-
げ
ら
れ
た
る
凶
M
K
の
徐
々

多
か
ら
ん
乙
と
を
昂
叫
干
す
る
は
恐
く
は
何
人
も
内
向
す
る
所
な
ら
ん
乎
。

-災
H
H
記
汽
)

(1k
m
w一回
付
」

抗

H
U
径
約
参
蹴
)
明
治
J
s

卜
川
年
三
川

開
校
二
ヶ
月
を
迎
へ
て

本

U
は
開
校
以
米
二
ヶ
バ
と
十
川
H
け
に
相
川
Hm
す
。
此
の
問
、
貨
に
一
知

日
凡
な
り
し
と
雌
も
抜
勺
は

の
希
削
r
と、

一
の
心
配
と
を
以
て
此
の
内
r

期
を
始
め
し
が
、
比
の
布
虫
も
と
の
m
何
度
迄
注
し
た
る
か
、

χ
心
配
も
と

れ
丈
け
の
結
決
を
凡
し
か
。
川
印
刷
す
れ
ば
混
雑
多
忙
を
以
て
此
の
期
は
約

自11，没JYI

治
せ
し
も
、
似
し
技
々

の
換
期
せ
し
配
の
心
配
、
混
雑
は
訓
A
け
に
但
・
り
ざ

り
し
な
り
。
似
て
こ
れ
迄
必
き
来
り
し
大
ぷ
は
、
消
，
ー
が
内
f

問
を
な
す
み

法
、
必
び
川
川
性
を
必
ひ
、
州
f
校
の
村
川
を
竹
る
と
r
A

ふ
こ
と
な
り
。

設
が
凶
の
数
点
川
は
先
つ

、
米
同
に
、
火
ぎ
は
英
凶
、
側
凶
に
と
ι

父
々
採

る
所
あ
り
し
が
、
例
叩
l

数
育
よ
り
川
勺
数
脊
を
通
じ
て
必
.
吹
な
る
は
勿
論

知
u
育
な
れ
ど
も
、
犬
れ
よ
り
も
弔
き
を
附
く
べ
き
は
品
性
を
陶
治
し
、
所

調
人
物
を
養
成
す
る
事
な
り
。

作
伏
が
教
育

t
、
今
日
以
も
紋
之
を
感
ず
る

の
は
此
の
制
に
し
て
、
本
校
の
特
色
は
専
ら
此
の
引
に
勉
む
る
怖
に
あ

り
。
ア
メ
リ
カ
に
は
も
と
ア
メ
リ
カ
ン

・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
住
み
、

r
h
教
徒

が
移
住
せ
し
民
の
ん
円
問
削
は
彼
肋
浮
上
人
の
袋
幣
甚
だ
し
く
、
品川ど

'U
似
す
る

を
制
刊
さ
る
併
な
り
し
か
は
、
是
は
兵
力
よ
り
も
教
育
の
力
に
よ
ら
ざ
る
可

か
ら
ず
と
な
し
、
兵
備
の
川
口
川
を
以
て
ヒ
人
を
数
脊
し、

以
て
今
け
の
陀

成
川
進
小
少
の
法
を
聞
き
た
り
。

Jrは
消
r
r
d
の

5己
-5
ι
E
一
郎
ち
外
々
の
け
川
性

を
作
ら
ん
引
を郡
山
中
e

せ
し
が
、
山
川
か
な
る
此
の
一
知

H
凡
の
問
に
於
て
、
叫
叫

に

mz一川ん
る
べ
き
も
の
あ
り
て
、
市川，ト
の
顔
色
態
度
の
上
に
少
し
く
縫
化

を
け
ん
る
に
制
れ
り
。

子
持
て
ア
メ
リ
カ
に
て
ボ
ス
ト
ン
な
る
ア
ン

ド
パ
l
の
ト八
車
寄
宿
会
に

人
り
し
時、

ms生
は
ト
人
低
乍
山
の
を
人
に
し
て
、
而
も
仲
代
の
動
作
は
小
児

の
如
く
…
K
K
M…
岬
刊
行
誌
に
し
て
、
談
話
す
る
ζ

と
も

一
向
つ
ま
ら
ぬ
ζ

と
多

き
を
以
て
、

一
一
肢
は
終
的
火
宅
せ
し
が
、
熱
病
に
悩
り
し
時、

始
め
て
其

の
民
相
を
知
り
、
大
出
凶
の
町
内
r
布
、
取
引
は
斯
か
る
も
の
か
と
ぷ
ふ
ζ

と
を
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始
め
て
析
り
、
大
い
に
感
激
せ
し
が
あ
り
き
。
ウ
ヰ
リ
ヤ
ム
、
タ
ツ
カ
l



同
士
は
時
の
大
山
田r
総
裂
に
し
て
、
予
等
の
枇
命
け与
の
教
陪
況
な
り
し
が
、

予

の
病
め
る
を
附
く
や
直
ち
に
的
染
性
な
る
、
而
も
外
幽
の

一4
1
u

生
↑な
る
子

の
病
室
を
訪
問
せ
ら
れ
、
出
端
の
指
印
及
び
内
意
を
即
座
に
決
定
し
、
且

設
熱
中
は
毎
日
必
ず
二
度
づ
L

見
舞
ば
れ
た
り
。
叉
五
十
日
間
の
就
博
中

氏
の
夫
人
の
手
に
て
好
意
を
以
て
調
理
せ
ら
れ
し
街
々
の
食
品
を
三
度
な

な
が
ら
時
々
…
附
拠
せ
ら
れ
た
り
。
父
、
ゥ
テ
|
カ

1
氏
は
優
等
生
に
し
て

他
H
外
凶
に
向
問
問
中
止
」と
し
て
派
治
せ
ら
る
べ
く
非
PM
に
多
忙
な
る
際
に
も

拘
は
ら
ず
、
予
の
徒
然
を
慰
め
ん
が
お
に
其
の
繁
忙
の
中
よ
り
待
タ
来
り

て
、
面
'U
き
小
説
、
雑
誌
な
と
を
誠
み
聞
か
せ
ら
れ
た
り
。
又
或
親
友

は、

一
け
数
M
臥
せ
る
予
の
λ
h
身
を
郷
軍
に
拭
ひ
消
め
、
何
々
の
汚
物
を

も

一々

手
づ
か
ら
取
り
か
た
つ
け
ら
れ
、

北
ハ
の
他
焔
一五
ひ
必
し
難
き
介
抱

を
定
け
ぬ
。
又
光
線
の
よ
く
あ
た
る
室
に
予
を
移
す
べ
し
と
欝
師
の
鋤
合

せ
し
よ
り
、
直
ち
に
一一一
人
も
需
が
へ
を
な
し
て
、
円
以
も
よ
き
室
に
予
を
人

ら
し
め
た
り
。
(
彼
地
の
目前
は
ス

ト
ー
ブ
、
以
、

石
炭
勺
一

一
切
附

へ
つ
け

に
て
、
完
附
せ
る
丈
け
'
休
日
切
に
去
を
災
ふ
べ
き
に
あ
ら
ず
。
中
々
手
間
の

か
h

る
、
お
っ
く
う
な
る
も
の
な
り
。
)

子
が
久
し
く
川
た
り
し
一
本
田区
に
て
は
、
ー
の
傑
き
時
な
ど
は
、
夫
人
口

ら
中
を
駆
り
て
山
中
校
迄
予
を
迎
へ
に
い
米
ら
れ
し
い引
も
M
佐
々
な
り
き
。
戸
川
し

て
F
が
一
制
を
泌
て
此
の

ad
に
財
り
し
時
、

二
人
の
小
児
は

F
が
枕
一
仰
に
時

れ
て
子
の
狐
を
燃
で
、
予
の
手
を
取
り
唄
放
を
う
た
ひ
な
が
り
遊
戯
せ

り
。
其
の
歌
の
意
は
「
あ
な
た
は
牝
鶴
な
り
。
我
笠
守
は
雛
な
り
。
親
鳥
の
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傍
に
遊
ぶ
雛
の
嬉
し
さ
よ
」
と
な
り
。
予
は
之
を
聞
い
て
自
に
骨
肉
の
仙

を
も
ち
ぬ
。
我
が
闘
人
の
勤
々
も
す
れ
ば
、
時
間
を
乍
ひ
、
年
少
将
を
顧

み
ず
、
或
は
外
国
人
に
@
敬
の
念
を
榔
は
ざ
る
が
如
き
と
同

H
の
談
な
ら

ん
や
。似
て
、
倫
刷
出
と
い
う
も
の
は
、
倫
削
叫

mrと
し
て
別
出
棚
上
よ
り
川
「
ぶ
こ

と
弘

、

K
践
す
べ
き
が
伐
に
民
地
・
口
一
行
に
就
き
て
修
む
る
と
の

・
一つ
に
分

つ
べ
し
。

市
し
て
此
の
烈
校
の
第
一
に
勉
む
る
が
は
、
前
に
も
ぶ
へ
る
如
く
パ
川
性

を
住
成
す
る
こ
と
、印
ち
山
口
行
す
る
ζ

と
を
以
て
下
ど
す
。放
に
予
は
年
ろ

県
別
と
し
て
は
、
敢

へ
て
筒

パ
せ
ざ
る
も
、
諸
子
は
自
ら
誠
め
て
後
見
せ

ら
れ
ん
ζ

と
を
希
宅
す
。
予
が
今
日
一
節
子
に
希
望
す
る
所
は
、誠
子
自
身
の

心
の
釘
伎
を
挺
へ
て
民
に
其
の
昧
ひ
を
'U
聞は
す
る
と
云
ふ
引
に
作
り
。

前
川
M

に
於
て
「
は
市川

f
に
、
川
辺
に
も
せ
よ
、
例
数
、
或
は
必
作
、
或

は
似
数
、
川
川
な
り
と
も

一
の
械
所
を
定
め
、
以
て
其
れ
に
到
ぷ
す
べ
く
一

向市
守
心
K
R
(
理
を
研
究
せ
ら
れ
よ
。
諸
〆
十
」が
取
る
所
の
も
の
は
、
何
に
て

も
あ
れ
子
の
束
縛
す
る
出
胞
に
あ
ら
ず
と
ぷ
へ
り
。

此
を
以
て
諸
ノ
ナ
或
は
予

の
-f
ハを
聞
き
て
、
然
ら
ば
ト
付
制
品
川
に
で
も
、
川
県
川
命
に
て
も
よ
し
と
て
政

任
す
る
が
如
く
、
さ
て
は
尚
早
川
す
る
に
非
ず
や
と
ぷ
併
せ
ら
る
L

人
々
も

あ
ら
ん
か
と
・採
せ
ら
る

、
収
、
川
に
に
此
が
必
山
川
を
な
す
べ
し
。



勿
論
，r
山
川
の
良
県
は
一
よ
り
外
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
十
H
K
氷
数
多
の
内
川
「

V

れ
が
と
に
法
せ
ん
い
引
に
勉
め
て
mm
々
の

mAを
立
て
、
以
て
ん
F

け
に
不
-
り

し
と
雌
も
、
絡
に前日
川町
に
到
出
し
、

之
が
A
K
刷
出
を
全
保
せ
し
者
は
い本だ

一

人
も
あ
ら
ざ
る
な
り
。
彼
の
コ

ロ
ン
ブ
ス

が
印
ぃ
岐
に
法
せ
ん
と
し
て
ア
メ

リ
カ
を
後
見
し
、

一
時
は
此
の
地
を
印
度
な
り
と
思
ひ
し
が
如
き
も
、
此

の
ア
メ
リ
カ
の
凝
け
ん
に
よ
り
て
絡
に
世
界
を
一

川
し
、
印
一
岐
に
も
注
す
る

市什
を
似
し
が
如
き
符
其
の
川
に
は
多
少
の
誤
解
も
あ
る
べ
け
れ
と
も
、

在
什
々
犬

々
に
取
る
所
あ
り
て
給
援
ま
ず
、
屈
せ
ず
進
み
行
く
時
は
、
何
時

か
ば
れ
ハ
別
に
到
治
す
べ
し
。
ぷ
チ
乞
う
、
之
を
併
せ
ら
れ
よ
。
印
ち
何
か
一

つ
の
ド
ポ
帆
あ
る
人
と
な
ら
れ
よ
。決
し
て川
県
主
義
の
人
と
な
る
一
川
か
ら
ず。

換
訂
す
れ
ば
、
理
想
あ
り
、目
的
あ
る
人
と
な
ら
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
な
り
。

括
的
世
(
丁O
古巾
)
市
川
ノ
ナ
或
は
え
は
ん
。
年
新
き
を
以
て
未
だ
ど
む
る
が
を

山川
ず
と
。
メ
レ

l

・
ラ
イ
オ

ン
は
如
何
。
十
二
一
段
の
時
既
に
・込山酬
な
る
思

想
を
以
て

一
の
あ
出品
を
定
め
、
之
を
生
艇
に
貫
徹
せ
り
。
而
し
て
之
が
ア

メ
リ
カ

の
今
H
の
教
育
の
誌
と
も
な
り
し
な
り
。
然
れ
ば
之
に
徴
す
る

も
、
清
子
は
年
齢
は
布
引
を
一疋む
る
上
に
於
て
決
し
て
円
十
き
も
の
な
ら

ず
。
品
川相町内
r
将
は
、
人
の
-Mを
以
て
人
物
を
知
る
と
。
日
く

「
人
の
到
に

は叫
U

山口市引
を
あ
削
会
追
求
す
る
機
闘
あ
り
て
、
J

ぶ
に
は
大
小
あ
り
、
然
る
に
他

日リa没JOJ

の
動
物
は
之
を
快
き
た
る
を
以
て
前
途
の
剛山怨

l
k仙
削
も
な
し
。

日記
は
人
間

に
限
り
て
花
す
る
も
の
な
り
」
と
。

此
の
力
の
大
小
は
例
人
に
取
り
て
も
、
利
舎
に
A

取
り
て
も
迎
夕
の
L

人
以

動
力
と
な
る
、
円
以
も
大
切
な
も
の
な
り
。
市
川
f
T
は
幻
ら
く
此
の河
川力
を
仰

て
、
有
幻
の
人
物
と
な
ら
れ
ん
引
を
切
望
す
。

('U践
倫

m.議活
)

倫
理
皐
と
は
如
何
な
る
も
の
か

倫
則
的
r
は
行
ひ
の
山
中
術
な
り
。

凶叫
に
之
を
英
一品
に
て
ぶ
へ
ば

5
コ己主戸

(
行
欣
)
叉
は

2
75

(
山
氏
地
行
ふ
)

に
祈
る
慰
問
な
り
。

此
れ
を
以

て

ヨ
O
「
ロ
一
再
吊
コ
日

(
辺
義
明
)
或
は
「
「
河
内
一。
ョ

('H
山
)
の
明
間
と

も
ぷ
へ
り
。

凡
そ
世
界
の
汗
平
と
か
、
倫
照
明
と
か
は
、
其
の
削
減
を
あ

附
加
に
援
し
、

H
本
の
倫
理
は
支
那
よ
り
侍
は
り
た
り
。
支
那
に
て
は
伏
義

氏
u
切
を
但
し
、
天
地
問
の
型
法
を
必
き
て
以
て
人
ル
ー
に
及
ば
さ
ん
と
し
た

る
が
、
H
4
れ
も
あ
り
し
に
よ
り
て
技
が
凶
の
倫
即
も
大
い
に
法
の
護
法
を

助
け
ら
れ
た
り
。
斯
か
る
い
加
賀
よ
り
批
す
も
、
倫
照
的
「
は
口
氏
践
の

mー
な
り

と
も
一
千
か
を
得
べ
し
。

市川
チ
は
ん
1

引
く
心
の
山
中
に
於
て
心
即
的
大
縫
化
を
伐
さ

￥
る
可
か
ら

ず
。
是
れ
以
も
必
必
な
る
引
に
て
期
解
的
の
も
の
に
は
非
ず
。
全
く
心
の

働
き
な
り
。
子
が
切
裂
す
る
所
は
、
議
，
十
が
悩
り
を
聞
か
ん
事
な
り
。
川副

ち
悟
り
を
聞
き
し
後
、
市
叫
明
す
べ
き
点
多
し
。

心
の
嬰
化
は
諸
ryが
人
と
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な
り
、
品
性
を
作
る
に
つ
き
て
ぷ
も
大
切
な
る
恒
な
り
。
似
人
の
知
織
を



開
拓
す
る
上
に
、
又
諸
子
が
位
に
立
つ
卜
じ
に
山
内
γ
識
も
知
品
も
勿
諭
必
裂
な

れ
共

一一
桝
大
切
な
る
は
日
間
性
な
り
。
現
今
我
が
閣
の
有
肢
を
見
る
に
、

μ
川

人
の
篤
す
べ
き
事
柄
は
名
稽
ば
か
り
に
て
、

-U際
は
凡
て
切
子
の
手
に
あ

り
。
知
識
足
ら
さ
る
故
か
、
町
内
寸
識
狭
き
故
か
、
是
れ
世
人
の
非
難
す
る
の

み
な
ら
ず
、
資
際
何
か

一
つ
歓
け
た
る
も
の
あ
る
に
相
法
な
し
。
放
に
諸

下
が
進
む
に
笛
り
て
先
づ
第
一

K
山
口
す
べ
き
事
は
、
山
分

と
-
e

ム
ふ
こ

と
、
放
ひ
に
円
分
の
歓
矧
を
知
る
事
な
り
。
人
々
己
の
失
敗
は
貨
に
残
念

に
て
苦
し
き
も
の
な
り
。
然
れ
と
も
、
古
来
事
を
成
就
し
た
る
も
の
は
必

ず
失
敗
を
重
ね
た
る
人
に
多
し
。
失
敗
は
貨
に
じ
を
研
叫
附
す
る
所
の
試
験

に
し
て
、
之
を
重
ね
て
後
に
乙
そ
、
大
事
業
を
も
成
し
得
る
も
の
な
り
。

思
ふ
に
諸
子
の
境
遇
は
、
恰
も
目
下
の
季
節
に
相
笛
せ
り
。
削
ち
此
の
対

時
的
|
|
草
木
設
芥
の
候
に
於
て
、
其
の
知
識
を
開
拓
し
、
良
舶
を
選
び

て
農
家
の
極
掃
き
す
る
如
く
、
諸
子
の
脳
裡
K
下
問
す
る
非
さ
れ
ば
、
小
中
山
口

見
な
る
'
民
を
結
ぶ
乙
と
能
は
さ
る
べ
し
。
故
に
先
づ
心
を
進
化
せ
し
め
さ

る
可
ら
か
ず
。
是
れ
倫
盟
町
内
寸
を
川
イ
ぶ
目
的
に
し
て
、
一
口
践
倫
即
の
員
総
な

り
。
即
ち
ロ
一円
5
0
5

問
。
。
止
終
局
的
強
口
を
研
究
し
、
生
涯
の
目
的
を
定
む

ベ
し
。
次
ぎ
に
は
、
其
の
目
的
を
達
す
べ
き
方
法
及
び
道
を
講
ず
べ
し
。

換
討
す
れ
ば
、
心
意
の
進
化
と
研
究
の
方
法
と
を
授
見
し
、
丘
嬰
化
せ
ん

一
帯
を
勉
め
ざ
る
可
か
ら
ず
。
是
れ
予
が
日
間
性
の
修
養
と
、
資
制
仕
の
研
究
と

の
二
方
面
よ
り
必
き
起
さ
ん
と
す
る
所
以
な
り
。

(
一
口
践
倫
盟
諸
話
)

「

吾
人
の
理
想
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日
め
て
孜
が
闘
の
H

川
付
を
山
む
る
こ
と

ィ
、
女
イ
教
育
を
時
人
物
し
、
日
本
航
人
と
し
て
恥
か
し
か
ら
さ
る
人
物

を
益
成
し
、
以
て
家
庭
の
け山口仰を
J
U

川
向
な
ら
し
む
べ
し
。

口、

け
本
凶
民
な
り
と
ぶ
ふ
制
念
を
強
く
し
、
外
凶
K
到
し
て
も
抜
が

邦
の
関
商
を
汚
さ
ぬ
伐
に
心
掛
く
べ
し
。
円
記
れ
は
え
づ
倒
民
の
教
育

を
判
放
せ
し
め
、
然
る
後
例
め

て
見
る
市
を
符
べ
き
も
の
な
り
。
妹

に
女
子
は
・
一
家
庭
に
あ
り
て
凶
妓
イ
女
数
出
向
の
任
に
治
る
も
の
な
れ

ば
、
所
謂
良
妻
賢
母
と
な
り
て
其
の
任
を
全
う
す
べ
し
。

第
二
、
山
く
世
界
の
形
勢
に
一
日
目
し
て町内
γ
術
界
に
、
山
口
業
界
に
、
…
い
山
凶

に
、
強
兵
に
、
孜
が
闘
を
し
て
世
界
の
抗
争
場
開
の
主
人
公
た
ら
し
め

ん
乙
と

斯
く
の
如
く
な
ら
し
め
る
に
は
、

H
M

非
日
制
併
を
改
良
せ
ざ
る
べ
か
・
り

ず
、
印
ち
家
庭
の
主
勤
者
た
る
女
子
を
教
育
し
て
其
の
力
に
候
つ
べ
き
も

の
な
り
。

'
u
k
閤
dk
の
盛
衰
は
、
其
の
闘
い
川
女
千
の
山
氏
m
胞
に
よ
る
と
一
以
ふ
こ
と
を

得
、
へ
し
。
何
と
な
れ
ば
、
対
人
の
山
氏
似
は
之
を
大
に
し
て
は
、
枇
命
円
の
進

川
山
一
の
歩
調
と
な
り
、
小
K
し
て
は

一
・
裂
の
興
版
作
，
し
に
山
附
す
る
も
の
な
れ



ば
な
り
。
而
し
て
枇
舎
を
飢
し
、

二
家
を
亡
ぼ
す
事
も
、
成
丁
ろ
男
子
よ
り

も
女
子
K
よ
り
て
生
す
る
事
多
き
は
事
貨
な
り
。
願
く
ば
女
子
た
る
も
の
、

此
に
省
み
て
自
ら
努
力
せ
ら
れ
よ
。
先
哲
臼
く
、
女
子
と
小
人
と
は
妥
ひ

難
し
と
。
此
の
苦
一
一u
k
鑑
み
大
い
に
女
子
の
口
問
絡
を
高
め
、
其
の
削
学
識
を

政
む
る
事
を
忽
せ
に
す
可
か
ら
ざ
る
な
り
。
予
は
我
が
闘
の
品
位
を古
一向
め
、

我
が
闘
の
幸
一服
を
増
進
せ
ん
が
銭
に
大
い
に
'k
，
十
数
育
に
殺
さ
ん
と
す
。

凡
そ
位
の
進
歩
に
つ
れ
て
生
存
競
乍
烈
し
く
な
れ
ば
、
人
心
も
自
ら
軽

依
存
郊
に
傾
き
日
朝
く
、
古
の
如
く
一
白
骨
脂
質
朴
な
と
一広
ふ
事
は
稲
に
な
り
ゆ

く
も
の
な
り
。
さ
れ
ば
佐
々
凶
の
篤
を
号
へ
ず
し
て
、
私
利
を
倉
、ほ
り
、

我
慾
を
還
し
う
せ
ん
と
す
る
荷
を
も
生
じ
、
動
々
も
す
れ
ば
、
表
然
と
し

て
持
す
る
所
あ
る
淑
山
の
態
度
を
保
つ
事
能
は
ず
し
て
、
位
に
云
ふ
小
刀

細
工
を
な
し
、
附
業
に
、
仁
業
に
、
其
の
他
百
般
市
什
に
就
き
て
一

時
の
往

を
計
ら
ん
と
す
る
者
あ
り
。

孜
が

H
本
一
愉
一
幽
は
凶
万
海
を
絞
ら
し
、
引
細
川
よ
り
山
米
利
加
に一
必
ず

る
峨

一
の
大
泌
を
合
し
、
加
ふ
る
に
産
物
も
亦
拶
伎
な
り
。
故
に
海
外
俄

出
品
の
中
K
も
名
段
高
き
も
の
齢
か
ら
ず
。
然
る
に
偶
々
絞
糾
川
附
あ
り

て
、
間
々
粗
怒
の
口
聞
を
混
ず
る
に
よ
り
、
品
質
大
い
に
低
下
し
之
が
筋
に

外
一
計
を
お
と
し
?
も
の
、
蓋
し
砂
少
な
ら
さ
る
な
り
。

一
例
を
去
へ
ば
、

日rfill:JUj

茶
、
織
物
、
生
紙
等
の
矧
こ
れ
な
り
。
然
ら
は
如
何
に
し
て
此
の
必
併
を

R
正
す
べ
き
か
。
日
く
、
先
つ
凶
民
教
育
の
北
川
以
を
川
り、

凶
山梨
的
制
念

を
護
達
せ
し
め
ざ
る
可
ら
ず
。
其
の
天
輿
の
賓
庫
を
聞
き
、
之
れ
に
人
工

を
加
へ
て
琢
磨
し
、
外
劉
の
信
肘
を
固
く
し
て
我
が
閣
の
口
即
位
を
目
的
に

保
た
ん
に
は
必
ず
道
徳
的
法
礎
に
自
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
。
似
て
今
諸
子
の

心
理
に
於
け
る
間
組
以
び
、
内
外
よ
り
来
る
試
み
を
大
別
す
れ

第

一
、
む
づ
か
し
き
引

生
誕
の
円
的
、
円
的
を
注
す
る
に
就
き
て
の
決
心
、

日
的
を
達
す
る
方

法
第
二
、
内

'm(感
情
)
よ
り
起
る
試
み

迷
ひ
、
競
下
、
不
平
(
不
平
に
二
係
あ
り
、
自
身
に
就
き
て
の
不
渦
と

日
分
の
境
遇
に
附
す
る
之
な
り
。
而
し
て
と
を
よ
く
利
刑
す
れ
ば
己

の
徒
と
な
り
必
し
く
刑
ふ
れ
ば
怖
を
舷
峻
し
己
を
断
か
す
も
の
な

り。

同
氏
の
.小
平
を
よ
く
川
ふ
れ
ば
革
命
と
な
り
、
改
良
と
な
り
、

進
歩
を
来
す
似
と
な
る
も
の
な
り
。
成
人
け
く
、
不
十
と
は
必
む
の

ル
川
捌
な
る
引
と
、

山口
分
に
依
る
と
い
ふ
引
を
紋
く
こ
と
に
よ
り
て
必

る
も
の
な
り
と
。
)

怪
攻
、
不
健
康
(
之
は
凡
て
の
附
仰
の
原
閃
と
な
る
も
の
な
り
。
故
に

円
以
も
よ
く
住
忘
し
て
健
康
を
計
り
、
活
設
な
る
精
一仰
を
夜
ひ
以
て
知

識
を
開
拓
す
べ
し
。
)

第
三
、
外
白
川
よ
り
米
る
試
み
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制
(
抗
日
州
の
攻
幣
(
一
は
蚊
刈、

一一
は
ト
仁
義
の
衝
突
)
、
近
籾
の
反
別
、
川
切



凶
一
の
袋
化
。

外
部
よ
り
但
る
ぷ
み
の
小
、
じ
な
る
も
の
は
、
附
(
論
の
攻
惟
に
し
て
、

-ぶ
に
は
こ
つ
の
原
閃
あ
り
、
其
の

一
は
嫉
妬
に
よ
り

一
は
主
主
み
針
|

目
的
の
反
封
(
衝
突
)
之
な
り
。
併
し
或
は
事
を
な
し
、
或
は
白
己
の
品

性
を
巡
ら
ん
と
す
る
省
は
必
ず
戦
場
に
立
て
る
も
の
と
心
得
べ
し
。
夫
れ

に
は
非
常
な
る
必
f
A
を
泌
す
。
如
何
な
る
議
誘
攻
幣
に
も
怯
ま
ず
隠
せ

ず
、
E
4
K
打
ち
勝
つ
べ
し
。
門
桔
は
印
ち
消
倒
的
の

5
2
な
り
。

A
t

H
清
子
は
闘
難
な
る
境
遇
に
立
て
る
級
、
本
業
後
は
大
い
に
共
の
性

氏
、
岐
洲
一
を
も
縫
ふ
る
な
ら
ん
。
此
の
二一
円
人
の

m
fの
小
に
は
、
将
来

中
絶
せ
る
見
識
を
以
て
世
に
出
づ
る
省
あ
ら
ん
。
又
は
内
外
の
刺
岐
に
堪

へ
ず
し
て
、
凡
々
に
終
る
者
も
あ
ら
ん
。
さ
れ
ど
予
は
、
一
人
に
で
も
中

出
せ
る
人
あ
ら
ん
事
を
希
望
す
る
な
り
。
叉
更
に
進
み
て
は
、
諸
子
が
卒

業
後
、
大
早
出
身
の
名
に
栂
服
す
る
所
の
省
力
な
る
対
人
と
な
り
、
枇
命
凶

に
学
先
し
て
位
人
を
場
き
我
が
闘
の
教
育
、日
以
び
延
い
て
は
東
洋
の
知
識

を
も
開
設
せ
ら
れ
ん
事
を
切
望
す
る
な
り
。

米
国
に

は

メ

レ

l
・
ラ
イ

オ
ン
と
一ぷ
ふ

一
人
の
女
子
出
で
し
d
M
K
At
け
の
如
き
凶
と
な
り
し
に
あ
ら

ず
や
。
世
間
の
識
省
は
皆
云
ふ
。
け
本
の
教
育
は
先
づ

k
，
ー
を
し
て
進
ま

し
め
、
今
後
そ
の
力
に
よ
り
て
一
似
合
の
空
気
を
一
洗
せ
ざ
る
可
か
ら
ず

と
。
以
て
世
の
女
子
に
倹
つ
所
大
な
る
を
知
る
べ
し
。
諮
frは
此
の
重
大

な
る
世
の
期
待
K
舷
ず
べ
き
、
主
美
方
針
浬
惣
を
有
せ
り
や
、
否
や
。
叉

市
川
千
の
小
に
抜
仰
の
秀
ぃイ
を
出
す
と
も
、

A
1
け
の
我
が
悶
幽
の
有
川M
K

て
は
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民
の
'K
，r
一
人
の
h
H
に
山
り
て
進
歩
せ
し
め
ん
ζ

と
は
到
ほ
明
む
べ
き
に

あ
ら
ず
。
故
に
諸
子
は
是
れ
よ
り
相
寄
り
て

一
の
ト
付
機
関
と
な
り
、
愛
校

心
|
親
和
力
を
養
ひ
て
其
の
目
的
理
想
を
確
定
し
、
必
ず
成
功
せ
ら
れ
ん

乙
と
を
熱
望
す
。

(
山

W
H
践
倫
理
講
話
)

ロ
μ
ヒ
ヰ
ヨ
ρ

、

Fv痢
4

目
的、

希
望

川

一
の
鍛
に
て
も
級
以
を
布
す
る
も
の
と
、
ト
何
せ
さ
る
も
の
と
の
一一
桁

あ
り
。
而
し
て
此
の
似
気
を
感
ぜ
し
む
る
に
は
雨
聞
を
打
ち
合
は
す
れ
ば

市
一
ち
に
感
際
し
、
も
と
の
力
は
少
し
も
減
ぜ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
漸
次
繍
が

る
も
の
な
り
。
諸
子
に
は
果
し
て
此
の
力
あ
り
や
否
や
。
若
し
無
し
と
す

れ
ば
速
か
に
感
山
地
せ
さ
る
可
か
ら
ず
。
叉
街
り
と
す
れ
ば
之
を
人
に
施

さ
ピ
る
可
か
ら
ず
、
可
川

f
は
此
の
以
動
h
H
を
仰
向
る
乙
と
に
大
い
に
勉
む
ベ

き
な
り
。

卜
日
末
期
人
或
は
伶
人
な
ど

Lmせ
ら
れ
し
人
々
は
符
此
の
h
M

あ

り
し
に
よ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
、
之
と
て
も
aw什
U

制
に
成
功
し
た
る
に
は
あ

ら
ず
o

A
1
H
孜
が
闘
の
数
育
を
引
泌
す
る
行
は
、
山
内
此
の
h
H

の
乏
し
き
を

倣
ぜ
さ
る
は
な
し
。
又
人
民
に
と
り
て
一五
ふ
も
、
園
氏
を
統

一
す
る
に
附

難
な
る
を
徴
く
な
り
。
此
に
於
て
或
人
は
、
宗
教

K
よ
り
て
人
心
を
牧

め
、
此
の
力
を
俊
成
せ
し
む
べ
し
と
い
ふ
。
例
へ
ば
畑
作
迦
の
如
き
は
遁
世



し
て
山
小
に
多
年
の
予
約
を
ぷ
し
以
て

一
の

U
ず
る
所
を
獲
凡
し
、
ク
リ

ス
ト
は
四
十
除
日
の
断
食
を
な
し
、
マ
ホ
j

y
ト
は
上
山
八
の
小
に
円
し
み

し
を
聞
か
ず
や
。

凡
人
と
雌
も
此
の
即
怨
|
日
的
及
び
布
引
を
Mm
し
得
る

時
は
此
の
境
に
到
る
を
得
ベ
し
。

思
想
、
即
ち
互
の
と
は
人
の
行
ひ
に
も
事
業
に
も
、
文
明
に
も
、
美
術

に
も
あ
り
。
例
へ
ば
、
行
行
叫
に
と
り
て
云
へ
は
究
紙
の
芹
と
も
云
ふ
べ

し
。
個
人
の
行
F
J
K
も、

mf校
に
も
、
枇
舎
に
も
必
ず
一
の
理
想
あ
り
。

而
し
て
此
の
世
の
中
は
是
非
三
O
一
三
と
な
ら
さ
る
可
か
ら
ず
。
人
t
け
の

如
く
般
市
ド
な
ど
す
る
釘
様
に
て
は
木
だ
し
。

希
望

(
Z胃
)
目
的
に
注
せ
ん
に
は
数
多
の
附
難
あ
り
、

X
多
く
の
時

を
袋
す
。
さ
れ
ど
如
可
な
る
市
を
も
忍
び
て
之
に
打
ち
勝
ち
、
以
て
其
の

目
的

K
到
達
せ
ん
と
す
る
大
決
断
な
か
る
可
か
ら
ず
。
吾
人
の
け
さ
す
坑

地
、
孔
チ
の
仁
、
什
府
組
臼
の
愛
の
泊
叫
く
所
に
し
て
、
帥
帥
数
に
て
は
同
州
嶋
市
、
什
桔

棋

u
数
に
て
は
天
閣
と
mm
す。

mm忽
、
或
は
日
的
を
分
ち
て
て
と
す
。
例
へ

ば
倫
理
的
2

、
物川邸内川
f
等
に
一ぶ
ふ
阜
の
ぷ
は
二
あ
り
、

一
つ

は

5
2
2
一

つ
は
ち
-
一0
5百
ご
し
ぷ
な
り
。
倫

mmmは
ヨ

o
E
一百丁目
一o
E
Z『
と
一ぶ
ふ
べ

し
。
凡
て
の
も
の
に
通
じ
て
以
ト
八
な
る
別
法
を
後
日
比
す
る
と
ぶ
ふ
時
に
は

司王。
ω
O
百
丁
可
の
訪
を
川
ふ
。
物
に
は
傑
物
と
前
九
物
と
あ
り
、
出
し
て
擬
物

創設JUJ

は
空
想
な
り
。

開
の

一一
己
主
号
が
出
で
さ
れ
ば
凡
て
甲
斐
な
き
慢
と
知

る
べ
し
。

市川

f
の
此
の
mmr
期
間
に
必
ず
符
す
べ
き
呪
は

(2) (1) 

UW物
を
研
究
す
る
み
法
及
、
ひ

ぷ
久
不
滅
の
精
一
川
|
一
一
州
の
動
力

布

知
識

能
力

行t J~ 
理… ー1......tl:¥‘ 
力|力

A
叩
A
1

工
夫

五三

官|前
験 r.... .~!;. 

研|講
究 ー | 義

E| 護

是
な
り
。
諸
子
は
右
の
刀
法
に
よ
り
て
如
何
に
此
の
一
早
期
を
細
川
過
し
米

り
し
か
を
反
省
せ
ら
れ
よ
。
従
来
は
必
ず
布
の
方
K
重
き
を
開
け
る
を
感

新
し
く
は
左
の
方
に
多
く
傾
か
れ
ん
乙
と
を
切
望
す
。

ぜ
し
な
ら
ん
。
然
し
予
は
今
後
、
諸
rr
が
一
一
崎
務
渡
し
て
左
右
平
均
に
、

試
み
に
、
諸
子
の
斑
惣
を
問
は

r
或
は
一去
は
ん
。
賢
母
、
良
妻
と
な
ら

ん
事
を
欲
す
と
。
間
洋
の
婦
人
に
も
佐
々
臼
く
、
淑
女
た
ら
ん
乙
と
を
望

む
と
。
之
治
然
の
パ
な
り
と
雌
も
、
日
以
…
巧
せ
ら
れ
よ
。
男
子
K
し
て
よ
き

父
と
な
り
、
よ
き
犬
と
な
ら
ん
市
中
を
期
す
と
一去
は

r
、
附
一
人
は
如
何
に
感

ず
べ
き
か
。
妥
に
釘
し
て
夫
と
え
ひ
、
淑
'K
と
云
ふ
詞
に
釘
し
て
帥

w
tあ

部
分
を
指
せ
る
も
の
な
り
。

り
、
之
等
は
県
生
の
口
的
と
す
べ
き
全
開
に
は
あ
ら
ず
し
て
、
此
聞
か
に
一

孜
が
問
幽
の
数
育
及
ひ
、
人
民
の
思
想
は
古
に
仙
以
降
な
る
も
の
と
な
れ
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り
。
放
に
是
非
進
化
せ
し
め
ざ
る
可
か
ら
ず
。
西
洋
の
一
般
省
、

此
の
進



化
と
云
ふ
ζ

と
の
定
義
を
下
し
て
臼
く

「進
化
と
は
、
吾
人
の
中
に
宿
る
力
の
働
き
に
よ
り
て
、
又
一
定
の
法

則
に
従
っ
て
抑
制
に
綴
縦
せ
る
進
歩
的
の
曲
変
化
な
り
」
と
。

ル
ソ
ー
は

一
の
理
想
を
揃
き
、
而
し
て
之
が
肉
と
な
り
例
閣
の
本
命
は

起
り
ぬ
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
は
一
の
理
想
の
故
を
以
て
自
国
を
給
て

hm米

利
加
に
渡
り
、
今
日
の
共
和
園
を
建
つ
る
K
至
れ
り
。

コ
ロ
ン
ブ
ス
は
印
度
に
淫
せ
ん
と
す
る
一
心
よ
り
、
新
大
陸
の
設
見
を

な
せ
る
K
あ
ら
ず
や
。
固
定
を
以
て
見
れ
ば
、
将
来
大
撃
の
業
を
修
め
ん
と

す
る
諮
下
は
、
今
円
の
山単
純
な
る
思
想
を
し
て
一
一
府
観
維
に
進
化
せ
し
め

ざ
る
可
か
ら
ず
。
知
識
を
開
拓
し
つ

h

あ
れ
ば
、
不
審
、
質
疑
等
の
交
々

来
る
あ
り
。
犬
れ
に
釆
じ
て
大
い
に
心
を
振
張
せ
さ
る
可
か
ら
ず
。
彼
の

糸

J
H
4
5
葉
萎
縮
し
、
恰
も
跡
な
き
が
加
き
有
線
な
り
し
草
木
が
、

j交
春

陽
に
接
す
る
や
、
忽
ち
葉
茂
り
、
花
聞
き
、
立
ち
栄
ゆ
る
を
見
ず
や
。
吾

人
心
中
の
進
化
も
亦
方
に
固
定
に
似
た
り
。

(
L

百
践
倫
理
談
話
)

教
授
法
及
び
試
験
の
方
法

今
日
は
第
二
早
期
に
行
は
ん
と
す
る
数
岡
山
法
及
び
試
験
の
刀
法
を
布
符

す
ベ
し
。
是
勺
の
凡
て
の
方
法
は
、
皆
目
的
を
治
せ
ん
が
伐
の
み
使
な

り
。
株
へ
て
日
的
と
刀
使
と
を
混
同
し
、
或
は
い
仁
容
を
制
倒
す
る
が
如
き

事
あ
る
可
か
ら
ず
。
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先
づ
諸
子
の

mT聞
を
叙
す
目
的
を
定
め
ざ
る
可
か
ら
ず
。

凡
そ
大
尽
に

人
る
に
前
り
で
よ
く
人
の
問
ふ
事
は
、
汝
は

mz伎
を
得
ん
が
伐
に
す
る
か

否
か
と
云
ふ
事
な
り
。

而
し
て
手
作
を
得
ん
と
す
る
も
の
は
、
論
文
を
め
小

し
て
之
を
諭
求
す
る
な
り
。
本
校
は
諸
子
に
向
学
位
を
輿
ふ
る
や
否
や
。
然

ら
ず
。
諸
子
は
此
の
向
学
校
K
於
て
資
格
を
輿
へ
ら
る
L

な
り
。
而
し
て
此

れ
を
危
す
K
は
勢
ひ
多
少
の
試
験
を
要
す
る
な
り
。
惟
ふ
に
諸
子
の
中
K

は
、
資
力
を
修
養
す
る
が
篤
に
、
此
の
資
絡
を
得
ん
が
篤
と
其
の
希
望
に

二
開
あ
ら
ん
。
吾
々
は
諸
子
が
固
定
れ
丈
け
の
程
度
に
進
み
た
り
と
て
、
政

府
に
交
渉
し
て
皐
伎
の
訪
求
を
な
し
た
り
叉
世
間
に
こ
れ
を
時
公
表
す
る
等

の
こ
と
は
伐
さ
ざ
る
な
り
。
諸
子
が
卒
業
後
山
ち
に

T
E
--G
な
ら
ざ
る

時
は
、
山
町
2

位
、
資
絡
な
ど
は
何
の
効
を
も
篤
さ
ぜ
る
な
り
。
諸
「
が
此
の

校
を
卒
業
し
て
世
に
立
つ
暁
、
諮
干
の
責
任
の
如
何
に
重
、

E
大
な
る
か

を
思
は

r
、此
の
三
年
聞
に
諸
子
は
如
何
な
る
も
の
を
抽
出
て
お
く
べ
き
か
。

叉
如
何
な
る
人
物
と
な
り
お
く
べ
き
か
は
問
題
な
り
。

併
し
、
此
は
予
が

敢
へ
て
喋
々
す
る
を
侠
た
ざ
る
な
り
。
故
に
予
は
諸
子
の
慰
力
、ト
圭
恵
等

を
早
く
知
る
の
必
要
あ
り
。
諸
子
が
来
し
て
成
功
し
得
べ
き
か
否
か
を
問

は
る
れ
ば
、
予
は
答
へ
ん
。

「諸
子
が
各
土
お
す
べ
き
引
に
勉
め
、
其
の

取
る
べ
き
み
法
を
疎
ら
ず
は
、
敢
へ
て
成
ら
さ
る
所
以
な
き
な
り
」
と。

予
の
受
け
持
つ
所
は
一
以
践
倫

mm-可
2
=
E
-
2
7
5
な
り
。
E/

」
は
純



十比
倫

mmp
百
戸

2
275
に
釘
し
て
一五
ふ
市
な
り
。
而
し
て
賀
践
倫
刻
字

は
、
純
正
倫
理
阜
の
如
く
、
理
論
、
問
中
説
等
を
主
と
せ
さ
る
も
、
其
の
中

自
ら
惣
然
た
る
秩
序
あ
る
も
の
な
り
。
放
に
先
づ
之
を
諸
子
に
岨
鴨
せ
し

め
ん
事
を
要
す
。
現
今
、

世
界
各
閣
に
て
最
も
研
究
の
新
し
き
も
の
は
、

ペ刷
命
回
与
に
し
て
、
ζ

れ
に
綴
く
も
の
は
、
婦
人
問
題
、
労
働
問
題材
一司
な

り
。
而
し
て
是
等
は
凡
て
司
E
n
c
E
一
R
E
E
K
含
ま
る
与
も
の
な
り
。
故

に
予
が
愛
け
持
つ
躍
の
も
の
は
、
時
々
刻
々
に
起
り
来
る
活
問
題
に
し
て
、

須
耐火
も
研
究
を
怠
る
可
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。
諸
子
と
北
(
に
直
接
研
究
す

べ
き
も
の
な
る
故
、
第
生
の
進
む
に
先
立
ち
て
賀
行
す
べ
き
も
の
な
り
。

例
へ
ば
時
計
の
役
は
時
を
計
る
に
あ
り
、
之
を
し
て
其
の
用
を
な
さ
し
め

ん
に
は
、
先
つ
此
れ
を
を
き
て
原
動
力
を
則
へ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
斯
く
の
如

く
諸
子
各
自
が
研
究
の
第

一
着
と
し
て
勉
む
べ
き
も
の
は
弦
に
存
す
。
諸

子
の
生
涯
K
決
し
て
滅
す
可
か
ら
ざ
る
曜
の
燃
焼
力
を
保
つ
事
を
得
ば
、

予
の
大
い
に
満
足
す
る
磁
に
し
て
、
之
を
得
る
は
印
ち
教
育
の
目
的
な
り
。

一
、
原
動
力

二
、
一
民
力

三
、
方
法

此
の
三
つ
の
も
の
揃
は
ざ
れ
ば
、
何
千
引
を
も
成
就
す
る
事
能
は
す
。
叉

大
い
に
時
聞
に
煩
あ
り
。
今
け
世
界
各
国
の
教
育
の
有
肢
を
見
る
に
、
孜

が
閣
も
そ
の
進
歩
馨
る
し
き
も
の
あ
れ
ど
も
、
億
円理
を
設
見
す
る
鈷
に
於

創設)(il

て
教
育
法
の
不
完
全
未
だ
し
き
な
り
。
然
ら
ば
そ
は
何
故
な
る
か
と
云
ふ

に
、
全
く
教
育
の
方
法
宜
し
か
ら
さ
る
が
篤
な
り
。
故
に
予
は
教
育
の
方

法
を
桜
抵
よ
り
改
革
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
な
り
。
而
し
て
之
は
先
つ
、
諮

子
よ
り
始
め
ざ
る
可
か
ら
ず
。
一
十
は
知
識
の
分
量
よ
り
も
、
此
の
三
つ
の

知
に
重
き
を
置
く
な
り
。

此
れ
を
以
て
予
が
諸
子
に
要
求
す
る
と
と
は

経
験
、
貿
験
、
観
察
等
に
富
み
、
即
ち
自
動
的
に
し
て
且
最
も
通
晶
画
な
る

取
認
を
選
摩
し
て
後
達
す
る
と
云
ふ
事
に
あ
り
。

(
質
践
倫
理
講
話
)

原
動
力
と
は
如
何
な
る
も
の
か

及
び
之
を
得
る
方
法
は
如
何
に
す
べ
き
か

ぷ
子
山
行
々
そ
の
目
的
、
開
想
に
達
す
る
市
引
を
得
は
、
之
を
成
功
の
生
誕

と
い
ふ
。
然
る
時
は
諸
7

寸
自
ら
の
篤
は
勿
論
、
園
家
、
枇
命
自
の
篤
令
盆
な

る
人
と
な
る
な
り
。

而
し
て
之
を
篤
す
に
は
資
本
を
要
す
。

例

へ
は
、
時
、
金
、
才
、
健

康
、
意
志
等
は
、

必
ず
揃
は
ざ
る
可
か
ら
ず
。
是
等
の
も
の
は
、
成
る
ベ

く
多
く
を
得
べ
き
市
中
な
り
。
其
の
成
る
べ
く
多
く
を
得
る
に
は
創
ち
原
動

力
を
長
成
せ
ぎ
る
べ
か
ら
ず
。
て

こ
の
例
を
穆
ぐ
れ
は
、
永
く
ア
メ
リ

カ
に
て
一一間
業
を
符
し
主
人
の
話
K
、
裕
太
人
の
娘
を
年
久
し
く
召
使
ひ
し

事
あ
る
が
、
其
の
家
に
来
り
し
時
は
、
僅
か
十
三
歳
な
り
し
に
、
よ
く
働

き
そ
の
熱
誠
依
く
べ
き
も
の
あ
り
。
故
に
如
何
に
し
て
斯
く
も
働
く
か
と
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仔
細
に
観
察
し
た
る
に
彼
女
は
毎
夜
就
寝
前
に
、
一
の
本
の
如
き
も
の
を



見
る
を
市
と
せ
し
が
、
日
記
は
貯
蓄
銀
行
の
帳
面
な
り
き
。
而
し
て
数
年
K

し
て
少
火
と
し
て
は
随
分
多
額
の
貯
金
を
な
す
に
歪
れ
り
。
之
が
彼
女
の

峨
一
の
口
的
に
し
て
、
且
治
太
人
の
特
性
な
り
。
思
ふ
に
、
治
太
人
は
今

円
迄
、
純
粋
な
る
血
統
を
以
て
存
す
れ
ど
も
、
猶
太
閣
は
己
に
滅
亡
せ

り
。
故
k
h
H出
を
以
て
第

一
と
な
し
、
叉
何
時
に
で
も
政
行
の
必
要
を
生
じ

た
る
時
の
間
惑
を
判
的
さ
正
る
可
か
ら
ず
。
特
に
女
子
は
結
併
な
と
も
殆
ど

貯
蓄
の
多
ぷ
に
よ
り
て
定
め
ら
る
L

放
に
、
若
し
、
貯
蓄
な
き
女
子
あ
り

と
す
れ
ば
、
斯
か
る
女
は
役
に
立
た
ず
と
て
、
排
斥
せ
ら
る
土
何
様
な

り
。
般
に
此
の
一
事
が
伯
太
人
の
凡
て
の
行
伐
の
動
機
と
な
れ
る
な
り
。

文
明
即
人
も
、
チ
ャ
ン
/
¥
と
て
樫
放
を
受
け
な
が
ら
、
よ
く
数
千
金
を
・
恥
什

口
如
に
得
て
貯
w
治
す
る
心
K
広
め
り
。
日
本
人
は
其
の
刈
乏
し
き
故
、
外
国

に
行
き
て
附
法
を
符
す
も
、
数
百
金
の
利
食
を
得
て
断
る
将
も
少
し
。
是

伸
与
は
金
の
市
什
な
れ
ど
、
間
半
間
を
修
む
る
に
も
同
様
な
り
。
例
へ
ば
、
フ
ラ

ン
ク
リ
ン
氏
の
如
き
は
大
皐
に
与
ぶ
事
す
ら
な
し
得
ざ
り
し
に
も
拘
ら

ず
、
彼
園
幾
百
千
の
大
権
卒
業
生
を
凌
い
で
世
界
に
名
容
を
市
か
せ
た
る

が
如
し
。
相
似
て
原
動
力
に
三
隠
あ
り
左
の
如
し
。

、
第
て
性
質
|
品
品
川
と
怒
と
利
力
的
の
も
の
、
倫
型
的

一
の
も
の
、
穂
美
的
の
も
の
、
創
造
的
の
も
の

原
動
力
{
第
二
、
刑
判
皮

rm一-一、
水
久
に
継
へ
る
明

教
育
の
目
的
は
、
限
制
的
な
ら
ず
し
て

5
8
5〈
虫
を
起
さ
し
む
る
に
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あ
り
。
諸
子
は
成
る
べ
く
其
の
黙
に
迄
達
せ
ん
ζ

と
に
勉
む
べ
し
。

相
似
て
此
の
五
口
人
を
し
て
活
動
せ
し
む
る
力
、
印
ち
原
動
力
を
大
別
す
る

と

ーコ
" '" ロ
昨
日，

〈

'" v> 
..---"-ーー、
ヨ唱
。""ロ『
仲間

曲目.-" 釦
一ーヨ- -
E ヨ
]ー

凹己
} 

v> 

i
!
I
l
l
-
-

作
到
N
什

M
B
1人

心
則
的
原
動
刈

身
酬
胞
に
到
し
て
は
精
一
仰
と
も
一五
ふ
。

而
し
て
精
一
仰
の
働
き
を
起
さ
し
む

る
も
の
を

5
2
2
2
2
叉
は
ヨ
2
2
2
と
云
ふ
な
り
。
凡
て
話
に
は
類

似
せ
る
も
の
あ
り
。
放
に
住
話
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
例
へ
ば
行
筋
は
円
。

E
z
n門
と
一ぷ
ひ
、
動
作
は

ω
円2
0
コ
と
一ぷ
ふ
が
如
し
。
行
局
と
は
、
必
ず

万
人
の
芯
t
b
k
法
き
て
起
る
い
雌
の
活
動
K
し
て
、
其
の
活
動
は
、
必
ず
し

も
身
仰
の
上
に
現
れ
ざ
る
も
の
を
も
え
ふ
。
之
に
反
し
て
動
作
と
は
、
己

に
行
ひ
の
上
に
現
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
必
ず
し
も
忌
ぷ
に
附
係
せ
さ
る

も
の
を
云
ふ
な
り
。

凡
て
今
円
投
ん
べ
い
か
月
「
問
し
、
企
同
す
る
い
事
も
皆
行
ね
な
り
。
而
し
て
其

の
笹
川
忠
は
、
惑
く
白
己
の
が
耐
損
徳
と
な
る
も
の
な
り
。
放
に
行
絡
を
芹

く
せ
ん
事
を
仰
教
家
に
問
へ
ば
、
戒
を
守
れ
と
云
は
ん
。
又
ク
リ
ス
ト
数

K
て
は
、
行
ひ
を
正
し
く
し
て
十
戒
を
守
れ
と
云
は
ん
。
然
れ
ど
も
、
戒

其
の
も
の
が
道
徳
を
す
L

め
、
人
間
を
左
右
す
る
も
の
に
は
非
ざ
る
べ

し
。
此
を
以
て
行
局
な
り
、

mp問
な
り
、
良
に
成
就
す
る
人
あ
ら
ば
、
目
元



は
其
の
前
に
心
が
非
常
に
よ
く
働
き
し
な
り
。
皐
党
其
の
も
と
は
意
志
な

る
も
、
意
志
を
動
か
し
て
此
に
歪
ら
し
む
る
も
の
は
原
動
力
に
外
な
ら
ざ

る
な
り
。
例
へ
ば
、
本
校
K
多
額
の
金
員
を
寄
附
せ
し
人
拶
し
。
其
の
精

一仰
を
見
れ
ば
、
何

々
の
精
一
刷
よ
り
出
で
た
る
行
伐
に
し
て
、
名
容
の
篤

に
、
利
己
の
震
に
、
或
は
愛
国
心
、
或
は
信
仰
心
な
と
よ
り
起
れ
る
も
の

な
り
。
故
に
其
の
金
額
の
多
一
歩
に
よ
り
て
論
ず
べ
き
に
は
非
ざ
る
な
り
。

諸
子
が
皐
聞
を
修
む
る
上
に
於
て
始
終
妥
ふ
べ
き
も
の
は
、
精
一
柳
を
高

向
に
す
る
事
、
換
吾一
目
す
れ
ば
、
原
動
力
を
養
成
す
る
事
な
り
。
最
も
よ

き
、
古
同
向
な
る
精
神
を
非
公
ひ
て
取
り
か
L
A

ら
、
さ
れ
ば
、
民
の
大
業
は
成
し

難
し
。
然
ら
ば
、
如
何
に
す
れ
ば
之
を
養
ひ
得
べ
き
か
と
云
ふ
事
は
、

の
問
題
な
り
。

削
ち
(一試
紙
、
一
柳
問
中
、
折
川感
、
科
何
十笥
に
よ
ら
ざ
る
可
か
ら

ず
。
五
日
人
は
其
の
中
の
何
れ
に
よ
る
べ
き
か
。

抑
も
人
間
の
進
歩
護
達
及

ひ
五
日
々
の
成
長
の
順
序
よ
り
考
ふ
れ
ば
、
最
初
に
宗
教
、
突
き
に
一
柳
阻
干
、

哲
郎
十
、
科
与
的
と
な
る
が
如
し
。

ト
ラ
ン
ス
ヴ
ア
ー
ル
闘
民
が
、
非
常
の
勢
ひ
を
以
て
英
図
に
反
抗
し
、

少
し
も
似
せ
ざ
る
所
以
の
も
の
は

一
の
宗
教
心
な
り
。
彼
の
蒸
汽
船

が
、
蒸
汽
の
力
に
よ
り
石
炭
、
材
木
等
の
燃
料
を
要
す
る
が
如
く
、
吾
人

の
心
の
中
K
も
燃
や
す
べ
き
材
料
を
裂
す
る
な
り
。
而
し
て
此
れ
に
も

創設JijJ

問
問
々
あ
れ
と
も
何
に
て
も
よ
し
、
裂
は
其
の
取
り
方
、
印
ち
選
搾
の
如
何

に
あ
り
。
選
際
宜
し
き
を
得
れ
ば
諸
子
を
幸
一耐
に
し
、
恐
け
れ
ば
大
い
に

苔
ふ
。
さ
て
心
理
的
原
動
力
を
細
別
す
れ
ば
次
ぎ
の
如
し
。

11.) 

型
的
原
動
力

四三二一

格審{命智
造美理能
的的(1'']的
原原原原
動lIlJJ動動
力力力力

(
資
践
倫
理
講
話
)

選
揮
と
改
心

吾
人
の
今
最
も
勉
む
べ
き
事
巴

一
つ
あ
り
、
第
一
一
は
選
路
に
し
て
、
第

二
は
心
を
か
ふ
る
事
な
り
。

第
一
選
鰐
K
は
持
怒
の
二
つ
あ
る
の
み
。
故
K
最
も
一
週
笛

K
選
ぶ
時

は
常
に
善
と
な
る
な
り
。

選

岬

伴

+
=

一、
怒

国
満
、
全
開

備

局
?1刊

五
円
人
の
心
身
に
は
常
に
燃
え
て
や
ま
ざ
る
庭
の
火
あ
り
。
放
に
之
が
闘

満
に
燃
ゆ
る
時
は
善
き
も
、
偏
す
れ
ば
甚
だ
悪
し
。
其
の
一
例
を
あ
ぐ
れ

ば
、
米
園
大
統
領
を
暗
殺
せ
し
者
の
量一
口に
日
く
、

予
は
幾
度
も
此
の
兇
行

を
遂
行
せ
ん
と
狙
ひ
し
も
、
果
す
乙
と
能
は
ず
、
殆
と
絶
望
せ
し
も
、
或
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制
曾
識
の

一
女
子
の
演
説
中
に
「
凡
て
各
国
の
園
王
は
、
悉
く
全
滅
に
腕



せ
し
め
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
え
へ
り
。
此
の

一
一
品
は
忽
ち
予
が
トよ
災
決
心

を
沸
騰
せ
し
め
、
予
を
し
て
袋
早
結
橡
す
る
事
能
は
ざ
ら
し
め
た
り
」

と
。
或
は
我
が
閣
の
伊
庭
想
太
郎
の
如
き
、
国
家
の
符
に
一
命
を
ぬ
ち
て

川悦
氏
を
殺
さ

r
る
可
か
ら
ず
と
な
し
、
途
r
k

此
れ
を
決
行
せ
る
も
の
な

り
。
彼
等
の
此
の
精
川
は
、
よ
く
瓜
物
を
排
し
て
此
の
暗
殺
を
途
げ
し
む

る
に
全
り
し
も
、

一附
殺
は
貨
に
東
凶
住
ハ
r
k

必
し
、
と
す
る
所
な
り
、
彼
等

の
心
中
に
今
少
し
く
回
満
な
る
火
が
燃
え
し
な
ら
ば
、
彼
等
が
闘
山
本
K
A斑

す
所
の
精
力
は
一
層
よ
く
働
き
し
な
ら
ん
も
、
惜
し
い
故
、
其
の
火
力
は

K
4
K
偏
し
た
る
が
符
に
己
の
生
命
を
も
亡
ぼ
す
に
宅
り
し
な
り
。

第
一
.
、
心
を
-
史
ふ
る
呪
。
今
我
々
の
心
が
脱
抑
し
て
ゐ
る
と
か
、
似
つ

て
ゐ
る
と
か
ぶ
ふ
乙
と
あ
り
。
然
る
に
悔
ゆ
る
と
か
、
日
が
さ
め
る
と
か

ぶ
ふ
時
は
、
さ
き
の
孜
と
は
非
常
に
繁
り
あ
り
。
斯
か
る
市
ド
を
改
心
と
え

ふ
。
改
心
と
は
、
従
来
心
中
に
問
。
し
き
原
動
力
の
働
き
し
を
、
今
度
は
苦

き
原
動
力
が
働
く
や
う
に
な
る
習
に
し
て
、

J4
を
生
れ
か
は
る
と
か
、
魁

生
す
る
と
か
一ぷ
ふ
な
り
。
而
し
て
吾
人
の
身
惚
健
全
な
る
時
は
、
心
中
に

燃
ゆ
る
火
山
ち
仰
数
に
所
謂
煩
悩
は
や
む
な
き
も
、
若
し
不
健
康
な
ら
ん

か
、
夜
は
似
る
べ
き
に
似
ら
れ
ず
食
時
な
ら
ざ
る
に
食
泌
を
催
す
等
の
事

あ
り
。
般
に
不
健
康
な
る
時
に
凡
て
の
慾
に
従
は
ピ
、
大
宮
山
あ
り
。
斯
か

る
人
は
大
い
に

ヨ
吉
一見
を
更
へ
ざ
る
可
か
ら
ず
、
此
の
如
き
事
は
軍

り
身
聞
の
催
、
不
能
に
限
ら
ず
、
平
生
五
円
人
の
心
中
に
も
亦
斯
か
る
欣
態

あ
り
。
さ
れ
ば
心
に
起
る
怖
は
汚
き
も
の
も
あ
れ
ど
恋
し
き
も
の
も
あ
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り
、
在
口
人
の
心
に
は
是
非
速
か
に
更
め
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
事
あ
り
。
而
し

て
之
を
改
む
る
に
は
三
つ
の
方
法
あ
り
。

一
、
生
理
的
愛
化
よ
リ
心
理
的
鑓
化
を
青
木
す
も
の

山
け
は
心
即
取
と
、
生
即
的
「
と
は
別
物
な
り
し
も
、

A
1
け
に
て
は
生
則
的
r

を
山
内
じ
み
に
は
、
必
ず
心
理
与
を
排
へ
ざ
る
可
か
ら
ず
。
心
即

mrを
研
究
せ

ん
と
す
れ
ば
、
必
ず
生
理
皐
の
知
識
な
か
る
可
か
ら
ず
。
雨
者
は
必
ず
相

作
ふ
べ
き
も
の
に
て
吾
人
が
人
を
数
育
す
る
上
K
於
て
も
文
己
を
正
し
く

す
る
上
に
於
て
も
考
へ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
事
な
り
。

持
て

F
の
友
人
に
政
相

ω
Eあ
り
て
、
下
も
M
VA

々
山
一
認
を
印
(
へ
た
れ
ど
甲

斐
な
か
り
き
。
此
の
人
は
一光
来
酒
を
好
み
、
溺
盃

一
度
n
k
鰯
る
れ
は
、

前
後
不
究
の
所
業
多
か
り
し
も
、
此
の
頃
断
然
然
酒
せ
し
に
全
く
別
人
の

如
く
な
り
て
、
淑
厚
な
る
人
と
な
り
、
家
業
に
出
精
せ
り
。

此
の
人
の
斯

く
迄
媛
り
し
は
不
思
ぷ
の
や
う
な
る
も
、
蓋
し
ζ

は
故
あ
る
事
に
し
て

此
の
程
依
虫
出
た
り
と
え
ふ
。
線
虫
は
其
の
口
を
取
ら
さ
れ
ば
線
治
す
る

市什
能
は
ざ
る
も
の
な
り
。
然
る
K
犬
れ
は
非
常
に
口
円
以
く
な
り
て
、
随
分

成
長
せ
し
も
の
な
り
き
。
さ
て
此
れ
が
出
で
し
ょ
り
酒
を
好
ま
ぬ
伐
に
な

り
し
由
に
て
、
印
ち
身
惣
の
有
機
が
饗
り
て
よ
り
、
戸
ぽ
に
浮
き
人
に
な
れ

り
と
云
ふ
。
之
は
先
日
聞
き
し
一

例
な
り
。
其
の
他
身
醐
胞
の
品
変
化
が
心
に

彩
脅
す
る
が
に
就
き
で
は
、
其
の
例
少
か
ら
ず
。


